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前
近
代
社
会
の
政
治
的
ア
リ
ー
ナ
に
お
い
て
、
行
政
敷
率
の
向
上
と
対
抗
勢
力
の
統
制
と
い
う
、
中
央
権
力
に
と
っ
て
の
二
つ
の
主

要
な
動
機
の
間
に
矛
盾
が
生
じ
た
と
き
、
対
抗
勢
力
の
統
制
と
い
う
動
機
に
優
先
的
な
地
位
が
あ
た
え
ら
れ
て
き
た
。
対
抗
勢
力
の
統

制
は
、
行
政
効
率
の
低
下
さ
え
と
も
な
う
権
力
分
割
を
通
じ
て
追
求
さ
れ
た
の
で
、
対
抗
勢
力
の
統
制
と
行
政
効
率
の
追
求
と
の
間
に

は
、
し
ば
し
ば
矛
盾
が
生
じ
た
の
で
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
、
明
清
期
に
な
る
と
、
中
央
権
力
は
相
当
大
き
な
安
定
性
を
獲
得
し
、
中
央

の
地
方
に
対
す
る
統
制
能
力
は
い
っ
そ
う
強
化
さ
れ
、
分
裂
の
可
能
性
は
す
で
に
存
在
し
な
く
な
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
中
央
は
対
抗

勢
力
の
統
制
を
主
と
す
る
政
策
に
代
え
て
、
行
政
効
率
の
向
上
を
主
と
す
る
政
策
を
選
択
す
る
に
い
た
っ
た
。
こ
こ
に
お
い
て
、
常
設

の
省
級
地
方
行
政
官
が
出
現
す
る
可
能
性
が
生
じ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
、
本
稿
を
支
え
る
基
本
的
な
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
。

　
一
級
行
政
区
に
つ
い
て
み
る
と
、
唐
宋
の
両
時
代
に
お
い
て
は
、
最
高
の
地
方
機
構
は
、
非
常
設
の
監
察
官
で
あ
っ
た
。
宋
代
に
地

方
一
級
の
行
政
長
官
が
置
か
れ
て
い
た
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
議
論
が
分
か
れ
て
い
る
が
、
た
だ
、
少
な
く
と
も
、
宋
代
、
そ
し
て
元

代
で
も
、
王
朝
が
始
ま
っ
た
と
き
に
は
、
常
設
の
地
方
行
政
官
は
な
か
っ
た
。
明
代
に
な
っ
て
は
じ
め
て
、
王
朝
の
創
始
と
と
も
に
、

省
級
の
常
設
地
方
官
を
設
け
る
こ
と
が
定
制
と
な
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、
明
清
時
代
に
お
い
て
も
、
対
抗
勢
力

に
対
す
る
統
制
と
い
う
動
機
は
存
在
し
続
け
て
い
た
。
布
政
使
司
、
提
刑
按
察
使
司
、
都
指
揮
使
司
に
よ
る
明
代
の
い
わ
ゆ
る
三
司
体

制
は
、
対
抗
勢
力
の
統
制
と
い
う
こ
の
動
機
を
、
ま
っ
た
く
理
想
的
に
体
現
し
て
い
た
が
、
し
か
し
、
同
時
に
、
統
制
力
の
欠
乏
と
い

う
欠
点
を
有
し
て
い
た
。
清
代
の
地
方
制
度
は
、
明
代
三
司
制
度
の
こ
の
欠
点
を
克
服
す
る
と
同
時
に
、
さ
ら
に
高
い
レ
ヴ
ェ
ル
で
、
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統
制
力
の
保
持
と
権
力
分
割
（
対
抗
勢
力
の
統
制
）
と
の
間
の
矛
盾
と
い
う
課
題
の
解
決
を
達
成
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
三
級
行
政
区
で
あ
る
県
級
は
非
常
に
安
定
し
て
お
り
、
行
政
機
構
の
数
量
的
変
化
は
極
め
て
限
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

変
化
が
出
現
し
た
の
は
、
二
級
行
政
区
及
び
、
上
述
の
一
級
行
政
区
で
あ
る
。
唐
か
ら
宋
、
ま
た
、
明
か
ら
清
へ
と
、
二
級
行
政
区
に

は
増
加
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
二
級
行
政
区
の
増
加
は
、
平
均
管
理
県
数
の
減
少
を
意
味
し
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
、
さ
ら
に
い
っ
そ
う

周
到
に
三
級
行
政
区
を
管
理
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
他
方
、
宋
か
ら
明
へ
と
、
二
級
行
政
区
は
減
少
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
二

級
行
政
区
が
平
均
し
て
管
理
す
る
県
数
が
増
加
し
た
こ
と
で
あ
り
、
行
政
管
理
能
力
の
向
上
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
の
変
化
は
、
明
代

に
お
け
る
一
級
行
政
区
の
設
置
を
背
景
と
し
て
、
は
じ
め
て
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
（
そ
し
て
、
い
っ
た
ん
、
一
級
行
政
区
が
成
立

し
て
し
ま
う
と
、
今
度
は
、
上
述
の
よ
う
に
、
明
か
ら
清
へ
と
、
二
級
行
政
区
は
増
加
し
た
の
で
あ
っ
た
）
。

二
　
督
撫
制
度
、
布
政
使
司
と
省
級
行
政
区

O
　
明
代
督
撫
制
度

　
明
朝
の
三
司
体
制
は
、
三
司
に
特
定
の
職
務
を
専
管
さ
せ
る
と
い
う
意
味
で
は
、
一
定
程
度
に
お
い
て
行
政
敷
率
の
向
上
を
目
指
し

た
も
の
で
も
あ
っ
た
が
、
そ
の
最
大
の
目
的
は
、
な
に
よ
り
、
三
司
相
互
の
間
の
相
互
牽
制
を
実
現
し
て
、
中
央
の
操
縦
を
容
易
な
ら

し
め
、
中
央
権
力
に
対
す
る
対
抗
勢
力
の
出
現
を
統
制
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
こ
の
点
は
、
三
司
の
上
に
立
つ
省
級
地
方
行
政
長
官
が
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設
置
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
統
制
力
の
欠
如
し
た
そ
の
体
制
は
、

さ
せ
て
お
り
、
三
司
体
制
は
、
そ
の
後
、
日
増
し
に
権
勢
を
消
失
し
て
い
っ
た
。

つ
ね
に
不
安
定
要
因
を
伏
在

．
明
会
要
』
は
「
地
方
総
督
正
統
六
年
（
西
四
一
）
年
設
山
薯
前
後
共
設
置
＋
匙
」
と
記
録
し
て
い
る
が
・
明
代
の
馨
は
「
定

制
」
で
は
な
か
っ
た
。

　
他
方
、
巡
撫
に
つ
い
て
は
、
そ
の
質
的
転
換
点
は
、
正
統
一
四
年
（
一
四
四
九
）
の
「
土
木
の
変
」
に
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
事
件
以

隆
巡
撫
は
都
御
史
を
兼
職
す
る
よ
う
に
な
咳
全
国
に
派
遣
さ
れ
て
い
つ
（
超
・
も
っ
と
も
・
巡
撫
も
結
局
の
と
こ
ろ
・
明
代
に
お

い
て
は
「
定
制
」
で
は
な
く
、
「
地
方
行
政
長
官
」
で
も
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
省
域
の
唯
一
の
基
準
は
依
然
と
し
て
布
政
使
で
あ
っ

た
か
ら
で
あ
る
（
＝
二
布
政
使
司
体
制
は
、
宣
徳
三
年
（
一
四
二
八
）
に
交
趾
布
政
使
司
を
廃
止
し
た
際
に
成
立
し
た
）
。
ま
た
、
明

代
巡
撫
は
、
行
政
系
統
で
は
な
く
、
監
察
系
統
に
属
し
て
お
り
、
さ
ら
に
、
明
代
巡
撫
は
、
「
職
名
」
で
は
な
く
、
「
任
務
」
名
に
過
ぎ

な
か
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
明
代
巡
撫
は
、
北
方
辺
境
の
防
衛
と
密
接
に
関
連
し
て
い
た
。
北
方
防
衛
を
重
点
と
す
る
明
末
巡
撫
体
制
は
、
清

初
の
巡
撫
体
制
の
成
立
に
決
定
的
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

9
3

　
　
口
　
清
代
督
撫
制
度
の
形
成
と
完
成

清
代
督
撫
制
度
は
、
乾
隆
二
五
年
（
一
七
六
〇
）

に
、
陳
甘
総
督
と
四
川
総
督
が
設
置
さ
れ
た
際
に
最
終
的
な
完
成
を
み
る
。
こ
の
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後
、
清
末
ま
で
ず
っ
と
何
の
変
化
も
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
往
々
に
し
て
、
乾
隆
二
〇
年
代
以
後
の
督
撫
制
度
が
清
代
督
撫
制
度

の
典
型
と
み
ら
れ
が
ち
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
こ
れ
以
前
に
、
順
治
元
年
（
一
六
四
四
）
の
入
関
以
来
、
一
〇
〇
年
以
上
に
及
ぶ
形
成

期
が
あ
っ
た
。
本
稿
が
主
題
と
す
る
の
は
、
こ
の
形
成
期
で
あ
る
。

　
清
代
総
督
体
制
の
原
型
は
、
康
煕
四
年
（
一
六
六
五
）
四
月
に
成
立
し
た
。
こ
の
時
、
総
督
の
大
規
模
な
統
合
、
合
併
が
行
わ
れ
、

全
部
で
九
馨
体
制
が
生
ま
難
・
そ
れ
以
前
で
最
大
規
模
の
変
化
は
、
順
治
天
年
（
＝
ハ
六
一
）
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
時
総

督
は
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
省
に
設
置
さ
れ
て
、
一
五
総
督
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
一
五
総
督
体
制
の
命
脈
は
非
常
に
短
く
、
康
煕
四
年

（
一

Z
六
五
）
に
な
る
と
、
九
総
督
に
減
少
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
巡
撫
に
つ
い
て
は
、
順
治
四
年
（
一
六
四
七
）
に
最
多
の
二
四
巡
撫
と
な
っ
た
。
順
治
九
年
（
一
六
五
二
）
に
は
、
登
莱
、
宣
府
の

二
巡
撫
を
廃
止
し
、
康
煕
元
年
（
＝
ハ
六
二
）
に
は
、
延
緩
巡
撫
を
廃
止
、
康
煕
三
年
（
一
六
六
四
）
に
は
鄭
陽
巡
撫
を
廃
止
、
康
煕

四
年
（
一
六
六
五
）
に
い
た
っ
て
は
、
鳳
陽
、
寧
夏
、
南
籟
の
三
巡
撫
が
廃
止
さ
れ
、
全
国
一
八
巡
撫
体
制
が
成
立
し
た
。
こ
の
後
、

巡
撫
制
度
は
、
雍
正
二
年
（
一
七
二
四
）
の
直
隷
巡
撫
廃
止
、
乾
隆
＝
二
（
一
七
四
八
）
年
の
四
川
巡
撫
廃
止
等
の
小
規
模
の
変
化
を

受
け
た
。
最
後
に
、
乾
隆
二
九
年
（
一
七
六
四
）
甘
粛
巡
撫
が
廃
止
さ
れ
た
後
に
は
、
一
五
巡
撫
体
制
は
清
末
ま
で
ず
っ
と
基
本
的
な

変
化
を
被
る
こ
と
が
な
か
っ
た
（
専
任
の
巡
撫
は
一
五
名
い
た
が
，
直
隷
、
四
川
、
甘
粛
巡
撫
は
す
べ
て
総
督
の
兼
職
で
あ
り
、
し
た

が
っ
て
、
巡
撫
の
職
位
は
一
八
巡
撫
で
あ
っ
た
）
。

　
上
述
の
一
八
巡
撫
体
制
の
成
立
過
程
の
な
か
で
、
宣
府
、
延
繧
、
寧
夏
三
巡
撫
の
廃
止
は
注
目
す
る
に
値
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
れ

ら
の
九
辺
巡
撫
の
存
続
は
、
北
方
辺
境
防
衛
を
重
点
と
す
る
明
代
巡
撫
体
制
と
清
初
の
巡
撫
体
制
の
連
続
性
の
象
徴
だ
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
巡
撫
の
廃
棄
は
、
清
朝
巡
撫
体
制
が
明
代
の
影
響
を
離
脱
す
る
と
同
時
に
、
自
己
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
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い
特
色
を
獲
得
し
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
ま
た
、
南
籟
巡
撫
は
、
明
代
以
来
の
巡
撫
で
あ
り
、
幾
つ
か
の
省
界
に
ま

た
が
る
特
殊
な
存
在
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
も
「
定
制
」
で
は
な
か
っ
た
明
代
巡
撫
の
性
質
が
残
留
し
て
い
る
の
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
定
制
」
で
あ
る
清
代
巡
撫
体
制
は
、
こ
う
し
た
特
殊
性
を
許
容
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
そ
れ
を
脱
ぎ
捨
て
た
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ

て
、
南
鞍
巡
撫
の
廃
棄
は
、
ま
た
、
清
代
巡
撫
体
制
が
明
代
巡
撫
体
制
の
影
響
を
離
脱
し
た
こ
と
の
ひ
と
つ
の
指
標
な
の
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
、
康
煕
四
年
（
＝
ハ
六
五
）
の
南
籟
巡
撫
廃
止
以
前
に
は
、
清
代
巡
撫
は
、
省
域
と
は
合
致
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
し

て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
当
時
省
域
を
代
表
し
て
い
た
の
は
、
以
下
に
言
及
す
る
布
政
使
司
で
あ
っ
た
。

　
督
撫
に
次
ぐ
省
級
の
民
政
長
官
で
あ
る
布
政
使
は
、
順
治
＝
ハ
年
（
一
六
五
九
）
に
な
る
と
、
直
隷
を
除
い
て
一
四
布
政
使
司
と
な
っ

た
（
こ
れ
は
清
初
の
一
五
省
体
制
の
起
源
で
あ
る
）
。
そ
の
後
、
康
煕
三
年
（
一
六
六
四
）
に
な
る
と
、
湖
広
省
に
は
駐
武
昌
の
左
布

政
使
、
駐
長
沙
の
右
布
政
使
が
設
置
さ
れ
、
康
煕
五
年
（
一
六
六
六
）
に
は
、
陳
西
省
右
布
政
使
が
甘
粛
布
政
使
に
改
称
さ
れ
、
同
時

に
蘭
州
に
移
駐
し
た
（
左
布
政
使
は
、
康
煕
六
年
（
一
六
六
七
）
に
西
安
布
政
使
に
改
称
さ
れ
た
）
。
康
煕
六
年
（
一
六
六
七
）
、
江
南

省
の
左
右
布
政
使
の
管
轄
区
に
変
動
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
、
安
徽
布
政
使
、
江
蘇
布
政
使
に
改
名
さ
れ
た
。
当
年
、
上
述
の
三
省
以
外

の
全
省
で
、
左
右
二
布
政
使
は
、
一
省
一
布
政
使
に
改
め
ら
れ
、
上
述
の
三
省
で
は
左
右
布
政
使
の
名
称
の
使
用
を
停
止
し
た
（
こ
の

過
程
は
、
実
際
か
な
り
複
雑
で
あ
り
、
詳
し
く
は
、
ニ
ー
0
で
考
察
す
る
）
。
こ
こ
に
お
い
て
、
直
隷
以
外
の
全
国
各
省
に
、
一
七
布

政
使
体
制
が
確
立
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
後
、
雍
正
二
年
（
一
七
二
四
）
に
直
隷
布
政
使
が
設
置
さ
れ
、
乾
隆
二
五
年
（
一
七
六
〇
）

に
安
徽
布
政
使
が
江
蘇
省
江
寧
府
か
ら
安
徽
省
安
慶
府
に
移
動
し
た
の
に
伴
っ
て
、
江
蘇
省
に
は
江
寧
布
政
使
が
設
置
さ
れ
、
全
国
一

九
布
政
使
体
制
が
成
立
し
た
（
す
な
わ
ち
、
江
蘇
省
に
の
み
二
布
政
使
が
存
在
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
乾
隆
二
五
年
（
一
七
六
〇
）
以

後
に
な
る
と
、
布
政
使
は
省
域
の
基
準
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
）
。
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康
煕
四
年
（
一
六
六
五
）
の
全
国
一
八
巡
撫
体
制
の
成
立
、
さ
ら
に
、
康
煕
六
年
（
一
六
六
七
）
の
一
省
一
布
政
使
へ
の
改
変
な
ど

に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
乾
隆
二
五
年
（
一
七
六
〇
）
の
省
級
地
方
行
政
管
理
体
制
の
完
成
に
先
だ
っ
て
、
清
代
省
級
地
方
行
政
管
理
体

制
は
、
総
督
体
制
を
除
け
ば
、
康
煕
初
期
に
は
基
本
的
な
完
成
を
み
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
総
督
体
制
の
方
は
、
康
煕
四
年
（
一
六
六

五
）
に
そ
の
原
型
で
あ
る
九
総
督
体
制
を
成
立
さ
せ
た
後
に
、
次
の
よ
う
な
完
成
過
程
を
た
ど
っ
た
。

　
そ
の
完
成
過
程
を
総
覧
す
る
と
、
両
江
、
湖
広
総
督
は
康
煕
年
間
に
早
々
と
安
定
化
し
て
い
る
。
ま
た
、
閏
漸
、
両
広
、
雲
貴
、
直

隷
総
督
は
雍
正
か
ら
乾
隆
初
期
の
期
間
に
安
定
化
し
た
。
四
川
、
陳
西
、
甘
粛
総
督
体
制
は
、
最
後
に
乾
隆
二
〇
年
代
中
期
に
な
っ
て

は
じ
め
て
安
定
化
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
明
代
以
来
、
欽
差
官
と
し
て
の
性
質
を
帯
び
て
い
た
督
撫
は
、
乾
隆
＝
二
年
（
一
七
四
八
）
を
転
換
点
と
し
て
、
行
政
官
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

し
て
の
性
質
を
強
め
、
定
制
化
し
て
い
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
清
代
督
撫
制
度
を
明
代
と
比
較
し
て
検
討
す
る
場
合
、
そ
の
対
象
と
す
る
べ
き
は
、
布
政
使
司
で
は
な
く
、
三
司
体
制
で
あ
る
。
そ

れ
は
、
清
代
の
省
制
度
で
あ
る
督
撫
制
度
に
対
応
す
る
明
代
の
省
制
度
が
、
三
司
体
制
そ
の
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
三
司
体
制
は
、
明

代
省
級
行
政
制
度
の
最
大
の
特
徴
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
同
時
に
、
そ
の
最
大
の
欠
点
で
も
あ
っ
た
。
行
政
長
官
を
設
置
し
な
か
っ

た
こ
と
が
導
い
た
統
制
力
の
欠
乏
故
に
、
こ
の
点
を
補
う
巡
撫
、
総
督
の
出
現
を
招
来
し
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
総
督
と
巡
撫
の
職
権
が
ど
の
よ
う
に
違
う
の
か
に
つ
い
て
は
、
明
確
な
説
明
が
な
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
。
幾
多
の
説
明

が
試
み
ら
れ
て
き
た
が
、
皮
肉
な
こ
と
に
、
む
し
ろ
、
両
者
の
職
権
の
類
似
性
を
浮
き
彫
り
に
す
る
結
果
に
な
っ
て
き
た
。
こ
こ
で
重

要
な
こ
と
は
、
発
想
の
出
発
点
を
変
え
て
み
る
こ
と
で
は
な
い
の
か
。
す
な
わ
ち
、
「
督
撫
の
職
権
は
む
し
ろ
類
似
し
て
い
て
当
然
な
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の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」
。
督
撫
職
権
の
類
似
性
を
考
え
る
と
き
、
思
い
到
る
の
は
、
権
力
分
割
の
意
図
で
あ
る
。
明
代
三
司
体
制
は
、

省
級
行
政
長
官
の
権
力
を
機
能
に
も
と
つ
い
て
分
割
し
た
も
の
で
あ
り
、
つ
ま
り
は
、
省
級
行
政
長
官
を
廃
止
し
て
、
権
力
分
割
を
実

現
し
た
こ
と
に
等
し
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
清
朝
は
総
督
巡
撫
問
の
相
互
牽
制
（
節
制
）
を
通
じ
て
、
す
な
わ
ち
、
同
じ
一
級
に
二
つ

の
省
級
行
政
官
を
設
置
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
さ
ら
に
高
い
レ
ヴ
ェ
ル
お
い
て
、
権
力
分
割
を
実
現
し
よ
う
と
意
図
し
た
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
根
拠
と
な
る
の
は
、
督
撫
両
者
の
職
能
の
類
似
性
に
加
え
、
総
督
、
巡
撫
の
任
地
の
区
画
が
一
致
し
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
も

し
、
管
轄
地
が
重
な
っ
て
い
る
な
ら
、
結
果
は
牽
制
で
は
な
く
、
む
し
ろ
衡
突
か
癒
着
で
あ
ろ
う
。
牽
制
を
実
施
す
る
た
め
に
は
、
管

轄
地
が
重
複
し
て
い
な
い
ほ
う
が
よ
り
適
切
な
の
で
あ
っ
た
。
巡
撫
が
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
省
に
設
置
さ
れ
た
の
に
対
し
、
総
督
は
二

な
い
し
三
省
を
纂
地
と
し
た
。
そ
の
目
的
は
相
互
牽
制
に
あ
っ
た
と
み
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
塁
・
振
り
返
っ
て
愛
る
と
・
順
治

一
八
年
（
一
六
六
一
）
に
一
省
一
総
督
と
な
っ
て
成
立
し
た
全
国
一
五
総
督
体
制
が
、
四
年
た
つ
と
廃
棄
さ
れ
て
し
ま
っ
た
ひ
と
つ
の

原
因
も
こ
こ
に
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
督
撫
の
相
互
牽
制
の
角
度
か
ら
見
る
と
、
一
五
総
督
体
制
が
生
み
だ
し
た
一
省
一
総
督
一
巡
撫
情

況
は
、
理
想
的
で
は
な
い
ば
か
り
か
、
職
権
の
対
立
を
招
く
だ
け
の
も
の
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
総
督
体
制
の
完
成
過
程
は
、
さ
ら
に
、
一
定
の
時
期
を
通
過
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
時
期
は
、
総
督
と
巡
撫
が
牽
制
し

あ
う
の
に
理
想
的
な
地
域
区
画
を
追
求
す
る
過
程
で
あ
っ
た
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
総
督
が
数
省
を
管

理
す
る
こ
と
に
は
、
一
定
程
度
の
合
理
性
が
あ
り
、
総
督
を
設
置
す
る
目
的
を
完
全
に
巡
撫
に
対
す
る
牽
制
に
帰
一
さ
せ
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
し
か
し
、
も
し
万
が
一
、
総
督
を
設
置
す
る
目
的
が
合
理
的
に
地
方
を
管
理
す
る
こ
と
だ
け
に
あ
る
と
す
れ
ば
、
省
級
に
は

布
政
使
が
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
い
っ
そ
の
こ
と
、
巡
撫
を
全
て
廃
止
し
て
、
全
省
に
「
総
督
－
布
政
使
」
式
の
一
元
的
管
理
体
制
を

築
く
ほ
う
が
い
っ
そ
う
合
理
的
で
あ
る
。
行
政
管
理
効
率
の
向
上
と
い
う
観
点
か
ら
考
え
る
と
、
総
督
と
巡
撫
の
交
錯
し
た
配
置
に
は
、
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ま
っ
た
く
合
理
性
を
み
い
だ
す
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
康
煕
六
年
（
一
六
六
七
）
に
は
、
明
代
以
来
の
左
右
両
布
政
使
が
廃
棄
さ
れ
、
一
省
一
布
政
使
が
定
制
と
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、

さ
ら
に
高
い
レ
ヴ
ェ
ル
で
総
督
－
巡
撫
間
の
相
互
牽
制
を
図
り
、
権
力
分
割
を
実
現
さ
せ
た
結
果
、
二
つ
の
布
政
使
を
内
に
含
ん
だ
複

雑
な
相
互
牽
制
関
係
を
整
理
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
行
政
敷
率
が
追
求
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
布
政
使
の
一
元
化
は
、

督
撫
の
並
立
の
目
的
が
権
力
分
割
に
あ
る
こ
と
の
も
う
ひ
と
つ
の
証
明
で
あ
る
と
い
え
る
。

　
山
東
、
山
西
、
河
南
に
は
、
た
だ
巡
撫
の
み
が
あ
り
、
総
督
は
設
置
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
理
由
は
、
こ
れ
ら
の
地
域
が
直
隷
の
周

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

囲
に
あ
り
、
中
央
権
力
が
比
較
的
容
易
に
監
督
を
実
行
で
き
る
こ
と
に
あ
る
。
直
隷
、
四
川
、
甘
粛
で
、
総
督
が
巡
撫
を
兼
任
し
て
一

元
的
に
管
理
し
て
い
る
理
由
は
、
こ
れ
ら
の
地
域
が
、
要
地
で
あ
る
た
め
に
と
ら
れ
た
特
殊
措
施
な
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
直
隷
で
は
、

雍
正
二
年
（
一
七
二
四
）
一
〇
月
に
、
直
隷
総
督
が
設
置
さ
れ
、
同
時
に
、
直
隷
巡
撫
が
廃
棄
さ
れ
、
直
隷
布
政
使
が
設
置
さ
れ
、
定

制
と
な
っ
た
。

　
総
督
が
一
元
的
に
管
理
す
る
こ
と
で
、
行
政
の
効
率
性
が
得
ら
れ
る
と
す
る
考
え
方
は
「
但
善
後
事
宜
，
正
須
料
理
，
必
事
権
帰
一
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

始
可
専
其
責
成
。
張
広
洒
著
授
為
貴
州
総
督
，
兼
管
巡
撫
事
務
」
に
見
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

　
ま
た
、
「
天
下
巡
撫
，
尚
満
漢
参
半
，
総
督
則
漢
人
無
一
焉
」
と
い
う
記
載
は
、
必
ず
し
も
当
時
の
状
況
を
正
確
に
説
明
し
て
は
い

な
い
け
れ
ど
も
、
少
な
く
と
も
、
総
督
と
巡
撫
の
満
漢
比
率
に
差
異
が
あ
り
、
満
人
が
総
督
に
任
命
さ
れ
る
比
率
が
非
常
に
高
か
っ
た

こ
と
を
表
し
て
い
る
。
こ
の
現
象
は
、
総
督
と
巡
撫
の
間
の
牽
制
関
係
を
前
提
に
し
て
み
て
こ
そ
、
は
じ
め
て
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
明
代
三
司
体
制
は
、
権
力
分
割
問
題
に
対
し
て
は
、
非
常
に
理
想
的
な
体
制
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
省
級
行
政
長
官
の
な
い
体
制
は
、

統
制
力
の
欠
乏
と
い
う
欠
点
を
不
可
避
的
に
露
呈
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
清
代
督
撫
制
度
は
、
民
政
、
司
法
、
軍
事
の
三
権
を
統
括



す
る
事
実
上
の
行
政
長
官
の
設
置
を
意
味
し
て
お
り
、
一
面
で
、
統
制
力
の
保
持
を
保
証
す
る
一
方
、
別
の
面
に
お
い
て
、
督
撫
の
相

互
牽
制
に
よ
る
権
力
分
割
系
統
を
内
に
含
ん
で
、
さ
ら
に
高
い
レ
ヴ
ェ
ル
で
、
統
制
力
の
確
保
と
権
力
分
割
の
問
の
矛
盾
と
い
う
課
題

を
解
決
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
省
級
地
方
行
政
制
度
の
い
っ
そ
う
の
完
成
を
意
味
し
て
い
た
。
そ
し
て
さ
ら
に
、
総
督

と
巡
撫
の
間
の
相
互
牽
制
体
制
は
、
布
政
使
、
按
察
使
を
内
に
含
ん
で
、
い
っ
そ
う
精
緻
に
形
成
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
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日
　
清
代
省
級
行
政
区
の
完
成

　
『
清
実
録
』
の
康
煕
六
年
（
一
六
六
七
）
七
月
甲
寅
条
に
は
、
「
応
将
河
南
等
十
一
省
，
倶
留
布
政
使
各
一
員
，
停
其
左
右
布
政
使
司

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

之
名
。
至
江
南
、
陳
西
、
湖
広
三
省
，
倶
有
布
政
使
各
二
員
，
駐
割
各
処
分
理
，
亦
応
停
其
左
右
布
政
使
之
名
，
照
駐
割
地
名
称
布
政
使
」

と
あ
る
。
こ
の
記
載
の
後
段
は
、
一
般
に
江
南
、
陳
西
、
湖
広
三
省
が
「
分
省
」
さ
れ
た
根
拠
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。

　
け
れ
ど
も
、
康
煕
六
年
（
＝
ハ
六
七
）
七
月
以
降
も
、
公
的
に
は
継
続
し
て
「
江
南
省
」
と
い
う
名
称
が
使
用
さ
れ
続
け
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

当
時
の
事
実
は
、
「
分
省
」
で
は
な
く
、
た
だ
、
二
つ
の
布
政
使
が
江
南
省
を
「
分
治
」
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
乾
隆
元
年
（
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

七
三
六
）
に
い
た
っ
て
も
、
中
央
権
力
は
、
江
蘇
、
安
徽
を
省
域
と
は
考
え
て
お
ら
ず
、
や
は
り
、
全
江
南
が
省
域
と
み
な
さ
れ
て
い
た
。

実
際
上
、
江
蘇
省
と
安
徽
省
の
成
立
し
た
時
間
は
、
も
っ
と
遅
い
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
と
り
あ
え
ず
、
乾
隆
二
一
二
年
の
乾
隆
『
大
清

会
典
』
に
な
っ
て
や
っ
と
江
蘇
省
と
安
徽
省
が
分
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
け
を
指
摘
し
て
お
く
。

　
康
煕
三
年
（
一
六
六
四
）
と
い
う
年
は
、
湖
広
巡
撫
と
偏
玩
巡
撫
が
湖
広
省
を
分
治
し
た
年
で
あ
る
。
左
布
政
使
の
管
轄
範
囲
と
湖

広
巡
撫
の
管
轄
範
囲
は
互
い
に
重
複
し
て
い
る
。
右
布
政
使
の
管
轄
範
囲
と
偏
況
巡
撫
の
管
轄
範
囲
も
互
い
に
重
複
し
て
い
る
。
し
か
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し
、
鍵
に
な
る
の
は
、
康
煕
二
三
年
の
『
湖
広
通
志
』
が
湖
北
、
湖
南
布
政
使
の
名
称
を
用
い
て
い
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
省
名
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
V

依
然
と
し
て
「
湖
広
省
」
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
後
、
雍
正
一
一
年
（
一
七
三
三
）
の
雍
正
『
湖
広
通
志
』
も
、
省
名
は
や
は
り

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

「
湖
広
」
を
用
い
て
い
る
。
結
局
、
乾
隆
『
大
清
会
典
』
よ
り
早
い
こ
と
一
年
、
乾
隆
二
二
年
（
一
七
五
七
）
に
な
っ
て
は
じ
め
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

『
湖
南
通
志
』
が
出
現
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
見
て
、
康
煕
三
年
（
一
六
六
四
）
の
歴
史
事
実
は
、
「
分
省
」
で
は
な
く
、
た

だ
ふ
た
つ
の
巡
撫
と
布
政
使
の
「
分
治
」
だ
っ
た
と
結
論
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
乾
隆
元
年
（
一
七
三
六
）
の
『
甘
粛
通
志
』
の
編
修
は
、
重
要
な
指
標
で
あ
り
、
当
該
書
の
『
凡
例
』
に
は
、
ち
ょ
う
ど
、
次
の
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

う
な
記
載
が
あ
る
。
「
今
分
為
二
省
，
各
修
通
志
，
自
応
詳
為
編
輯
」
。
こ
れ
よ
り
一
年
早
い
雍
正
＝
二
年
（
一
七
三
五
）
被
刻
の
雍
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

『
陳
西
通
志
』
も
ま
た
、
「
甘
省
」
と
い
う
単
語
を
用
い
て
い
る
。

　
上
述
の
よ
う
に
、
三
省
の
「
分
省
」
過
程
は
、
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
を
持
っ
て
い
る
。
江
南
で
は
、
そ
の
後
に
江
蘇
省
域
と
安
徽
省
域
に

な
る
左
右
布
政
使
の
管
轄
領
域
の
変
更
が
、
康
煕
六
年
（
一
六
六
七
）
行
わ
れ
た
。
湖
広
で
は
、
康
煕
三
年
（
一
六
六
四
）
に
、
湖
広

省
分
割
の
前
提
と
な
る
湖
広
、
偏
玩
、
二
つ
の
巡
撫
と
左
右
布
政
使
司
が
設
置
さ
れ
た
。
陳
西
で
は
、
康
煕
五
年
（
一
六
六
六
）
の
右

布
政
使
の
移
動
と
、
そ
の
甘
粛
布
政
使
へ
の
改
名
が
転
換
点
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
の
省
境
は
、
み
な
、
康
煕
三
年
（
一
六
六
四
）
か
ら
、

六
年
（
一
六
六
七
）
の
間
に
固
定
化
し
た
の
で
あ
っ
た
。
け
れ
ど
も
、
当
時
の
事
実
は
、
た
だ
単
に
、
二
つ
の
布
政
使
司
（
あ
る
い
は

巡
撫
）
に
よ
る
「
分
治
」
で
あ
っ
た
。
甘
粛
、
江
蘇
、
安
徽
布
政
使
司
と
い
う
名
称
は
、
康
煕
六
年
（
一
六
六
七
）
あ
る
い
は
、
そ
れ

以
前
に
使
用
さ
れ
は
じ
め
て
い
た
け
れ
ど
も
、
し
か
し
、
布
政
使
の
名
称
を
地
名
に
代
え
た
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
れ
が
必
ず
し
も
、
す

ぐ
に
そ
の
ま
ま
省
の
成
立
を
意
味
し
た
わ
け
で
は
あ
る
ま
い
。
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「
一
八
省
体
制
」
が
最
終
的
に
「
定
制
」
と
な
る
の
は
、
乾
隆
年
間
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
先
立
つ
時
代
に
お
い
て
は
、
正
式
の

制
度
は
、
や
は
り
、
「
直
隷
及
び
一
四
省
」
或
い
は
、
「
一
五
省
体
制
」
で
あ
っ
た
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
康
煕
二
五
年
（
一
六

八
六
）
に
編
纂
さ
れ
た
康
煕
『
大
清
会
典
』
に
は
、
「
西
省
布
政
使
司
」
と
い
う
表
現
が
幾
・
こ
こ
に
お
い
て
は
・
は
っ
き
り
と
コ

四
省
布
政
使
司
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。
或
い
は
、
直
接
に
中
央
の
統
制
を
受
け
る
直
隷
を
含
め
て
、
一
五
省
体
制
と
い
っ
て
も
い
い
。

さ
ら
に
、
雍
正
二
年
（
一
七
二
四
）
に
は
、
直
隷
布
政
使
司
が
成
立
し
て
い
る
。
こ
こ
に
名
目
上
も
、
一
五
省
体
制
は
完
成
し
た
。
そ

れ
で
は
、
そ
の
定
制
化
は
い
つ
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
順
治
一
五
年
（
一
六
五
八
）
か
ら
一
六
年
（
＝
ハ
五
九
）
の
期
間
、
直
隷
以
外
に
一
四
布
政
司
が
設
置
さ
れ
た
。
一
五
省
体
制
の
定

制
化
は
こ
こ
に
求
め
て
構
わ
な
い
。
省
域
を
確
定
す
る
際
に
、
清
初
に
お
い
て
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
布
政
使
が
重
要
な
規
準
で
あ
っ

　
　
　
　
　
（
1
9
）

た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
は
記
憶
す
る
に
値
す
る
。
一
五
省
体
制
か
ら
、
一
八
省
体
制
へ
の
変
化
は
、
い
つ
生
じ
た
の
だ
ろ
う
か
。
乾

隆
二
三
年
（
一
七
五
八
）
の
乾
隆
『
大
清
会
典
』
に
は
以
下
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
・
・
外
列
＋
有
瓜
雀
」
・
し
た
が
っ
て
・
乾
隆
二
三

年
以
前
に
は
、
一
八
省
体
制
が
「
定
制
」
と
な
っ
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

　
雍
正
『
湖
広
通
志
』
は
、
形
式
の
上
で
は
湖
北
、
湖
南
を
省
と
み
な
し
て
は
い
な
い
が
、
し
か
し
、
当
該
書
に
は
、
「
湖
北
、
湖
南

二
省
」
等
の
記
述
も
頻
繁
に
あ
ら
わ
れ
る
。
さ
ら
に
重
要
な
こ
と
に
は
、
「
山
西
、
陳
西
、
甘
粛
、
江
蘇
、
安
徽
、
漸
江
、
江
西
、
湖
北
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

湖
南
、
福
建
、
広
東
各
省
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
こ
こ
か
ら
考
え
る
と
、
正
式
の
制
度
が
ど
う
で
あ
っ
て
も
、
お
そ
ら
く
は
、
か
な

り
の
確
率
で
、
雍
正
末
期
に
は
、
陳
西
省
、
甘
粛
省
、
江
蘇
省
、
安
徽
省
、
湖
北
省
、
湖
南
省
等
の
観
念
が
す
で
に
形
成
さ
れ
て
い
た
。

言
い
替
え
れ
ば
、
全
国
一
八
省
と
い
う
観
念
が
す
で
に
流
通
し
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
一
八
省
体
制
の
「
起
源
」
は
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
に
問
い
か
け
る
と
す
る
ば
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
江
南
、
湖



皿

広
、
陳
西
三
省
が
布
政
使
に
よ
っ
て
分
治
さ
れ
て
い
た
康
煕
初
期
と
み
な
す
の
が
、
自
然
で
あ
ろ
う
。
も
し
、
さ
ら
に
正
確
に
い
う
な

ら
ば
、
直
隷
以
外
の
全
国
に
一
七
布
政
使
司
体
制
が
成
立
し
た
康
煕
六
年
（
一
六
六
七
）
が
指
標
で
あ
る
と
い
え
、
こ
れ
を
起
源
と
み

る
こ
と
が
で
き
る
（
そ
の
他
、
康
煕
四
年
（
一
六
六
七
）
に
一
省
一
巡
撫
と
な
り
、
全
国
に
一
八
巡
撫
制
が
成
立
し
た
こ
と
も
、
一
八

省
体
制
の
起
源
と
み
な
す
こ
と
は
可
能
だ
ろ
う
）
。

　
け
れ
ど
も
、
「
定
制
化
」
と
「
起
源
」
と
は
別
の
こ
と
で
あ
る
。
康
煕
『
大
清
会
典
』
自
体
は
、
陳
西
、
甘
粛
、
江
蘇
、
安
徽
、
湖
北
、

湖
南
を
省
と
は
み
な
し
て
い
な
い
。
「
省
」
は
あ
く
ま
で
、
「
湖
広
」
で
あ
り
、
「
江
南
」
で
あ
り
、
「
陳
西
」
と
記
載
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
れ
ら
の
省
域
が
布
政
司
に
よ
っ
て
分
割
統
治
さ
れ
て
い
る
と
い
う
の
が
、
当
時
の
人
々
の
認
識
し
た
定
制
で
あ
っ
た
。

三
　
府
、
直
隷
州
と
州
県

O
明
代
の
直
隷
州

　
明
代
の
直
隷
州
研
究
の
最
大
の
困
難
は
、
『
明
実
録
』
で
さ
え
充
分
な
根
拠
を
提
供
し
え
な
い
こ
と
で
あ
る
。
関
連
す
る
記
述
が
数

量
上
も
不
十
分
で
あ
る
ば
か
り
か
、
そ
の
記
載
そ
の
も
の
に
も
系
統
性
と
規
律
性
が
欠
け
て
い
る
。

『
大
明
羅
』
と
『
皇
霧
』
と
は
と
も
に
・
「
直
隷
州
」
と
い
う
単
語
を
は
っ
き
り
と
用
い
て
い
る
が
、
こ
の
二
著
作
の
完
成
さ
れ

た
時
代
か
ら
考
え
る
と
、
「
直
隷
州
」
と
い
う
こ
の
概
念
は
お
そ
ら
く
、
明
末
嘉
靖
年
間
に
な
っ
て
は
じ
め
て
明
確
に
な
っ
て
き
た
も
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地
期
清
明

鵬

の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
6
。
清
代
直
隷
州
に
関
す
る
記
載
の
規
律
性
と
統
一
性
に
較
べ
る
と
、
明
代
直
隷
州
の
表
現
法
は
、
臨
時
的
な

記
述
と
い
っ
た
性
質
を
抜
け
出
し
て
お
ら
ず
、
清
代
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
統
一
性
に
欠
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
明
代
直
隷
州
の
変
遷
を
研
究
す
る
た
め
に
は
、
完
成
年
代
が
異
な
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
記
述
の
体
裁
の
上
で
は
形
式
的
同
一
性
を

持
っ
て
い
る
正
徳
『
大
明
会
典
』
と
万
暦
『
大
明
会
典
』
の
間
の
比
較
が
、
最
も
理
想
的
な
資
料
上
の
選
択
に
な
ろ
う
。
こ
れ
ら
二
種

の
『
大
明
会
典
』
を
典
拠
と
す
れ
ば
、
正
徳
六
年
（
一
五
一
一
）
か
ら
万
暦
一
〇
年
（
一
五
八
七
）
の
問
に
存
在
し
続
け
た
直
隷
州
は
、

全
部
で
三
七
直
隷
州
で
あ
る
。
正
徳
年
間
に
は
四
〇
の
直
隷
州
が
あ
り
、
そ
の
後
、
三
直
隷
州
が
減
少
し
、
八
直
隷
州
が
増
加
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

そ
の
結
果
、
万
暦
年
間
に
は
四
五
直
隷
州
が
存
在
し
た
。

　
注
意
を
要
す
る
の
は
、
や
は
り
西
南
地
域
の
、
広
西
、
雲
南
、
貴
州
、
こ
れ
ら
三
省
に
あ
っ
た
二
四
の
直
隷
州
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、

い
っ
た
ん
清
代
に
入
る
と
、
こ
れ
ら
の
直
隷
州
は
、
あ
る
も
の
は
府
に
下
属
す
る
こ
と
に
な
り
、
ま
た
あ
る
も
の
は
、
そ
の
後
ど
う
な
っ

た
か
さ
え
全
く
知
れ
な
い
と
い
う
不
安
定
な
存
在
だ
か
ら
で
あ
る
。
二
四
の
直
隷
州
の
う
ち
、
一
五
の
直
隷
州
が
府
の
属
州
に
な
り
、

一
つ
が
そ
の
他
の
行
政
区
に
併
合
さ
れ
て
し
ま
い
、
ま
た
六
の
直
隷
州
が
そ
の
存
在
が
知
れ
な
く
な
り
、
わ
ず
か
二
直
隷
州
の
み
が
軍

民
府
に
格
上
げ
と
な
っ
た
。
清
朝
に
な
っ
て
も
ず
っ
と
直
隷
州
と
し
て
存
続
し
た
そ
の
他
の
二
一
直
隷
州
と
較
べ
て
み
る
と
、
広
西
、

雲
南
、
貴
州
の
こ
れ
ら
の
直
隷
州
は
、
名
前
は
同
じ
で
も
性
質
は
同
じ
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
、
広
西
、
雲
南
、
貴
州
の
二
四
直
隷
州
は
、

や
は
り
、
特
殊
な
存
在
で
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
れ
ら
の
直
隷
州
に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
資
料
の
間

の
記
載
に
矛
盾
が
多
く
、
い
っ
た
ん
清
朝
に
な
る
と
、
大
部
分
が
府
の
属
州
に
格
下
げ
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
も
し
、
こ
れ
ら

の
直
隷
州
が
直
隷
州
た
る
に
充
分
な
条
件
を
満
た
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
格
下
げ
は
ま
っ
た
く
あ
り
え
な
い
こ
と
で
あ
っ

た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
大
部
分
は
、
土
官
管
理
下
の
い
わ
ゆ
る
土
州
で
あ
っ
た
。
そ
の
他
の
直
隷
州
と
較
べ
て
み
る
と
、
そ
の
管
理
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地
域
面
積
は
非
常
に
狭
く
、
大
部
分
は
県
を
管
轄
せ
ず
、
或
い
は
、
県
を
管
轄
す
る
に
し
て
も
一
つ
だ
け
で
あ
っ
た
。
貴
州
永
寧
州
、

鎮
寧
州
、
安
順
州
に
は
そ
れ
ぞ
れ
二
つ
の
領
県
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
も
正
確
に
い
え
ば
、
領
県
で
は
な
く
、
す
べ
て
「
長
官
司
」

を
領
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

　
し
た
が
っ
て
、
明
末
の
四
五
直
隷
州
の
な
か
で
、
清
代
直
隷
州
の
規
準
か
ら
み
て
直
隷
州
と
い
え
る
の
は
、
わ
ず
か
に
二
一
直
隷
州

だ
け
で
あ
っ
た
。

　
総
括
す
る
と
、
明
代
直
隷
州
に
は
、
清
代
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
統
一
性
と
規
格
性
が
な
か
っ
た
し
、
不
可
避
的
に
偶
然
性
と
臨
時
性

を
持
た
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
こ
の
点
は
、
西
南
三
省
の
土
直
隷
州
に
お
い
て
い
っ
そ
う
顕
著
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
慎
重
に
検
討
し

て
み
る
と
、
明
代
に
も
清
代
と
同
様
な
現
象
の
萌
芽
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
ω
　
清
代
雍
正
朝
の
後
、
多
く
の
直
隷
州
が
設
置
さ
れ
た
が
、
当
時
、
直
隷
州
候
補
の
大
部
分
は
散
州
で
あ
っ
た
。
明
代
に
お
い
て

　
　
も
、
直
隷
州
と
散
州
の
関
係
は
相
当
に
密
接
で
あ
っ
た
（
し
か
し
、
そ
れ
は
甚
だ
し
い
場
合
に
は
、
両
者
の
判
別
が
不
可
能
な
ほ

　
　
ど
で
あ
っ
た
）
。

　
②
　
清
代
に
新
設
さ
れ
た
府
の
う
ち
、
大
部
分
は
も
と
の
直
隷
州
か
ら
格
上
げ
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
潴
州
が
潴
安
府

　
　
に
な
り
、
安
陸
州
が
承
天
府
に
な
り
、
扮
州
は
沿
州
府
に
な
り
、
安
順
州
は
安
順
軍
民
府
と
な
り
、
洒
城
州
が
洒
城
軍
民
府
に
な

　
　
る
な
ど
の
例
が
あ
げ
ら
れ
る
。
明
代
に
お
い
て
、
直
隷
州
は
す
で
に
新
設
府
の
候
補
だ
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
㈲
　
清
代
雍
正
年
間
の
後
、
散
州
が
直
隷
州
に
な
り
、
直
隷
州
が
府
に
な
る
際
に
、
幾
つ
か
の
県
が
別
の
地
方
か
ら
引
き
抜
か
れ
て
、

　
　
新
直
隷
州
或
い
は
府
に
所
属
す
る
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
。
明
代
に
も
、
瀦
安
府
、
承
天
府
等
に
つ
い
て
似
通
っ
た
現
象
が
見
ら

　
　
れ
た
（
も
っ
と
も
、
散
州
が
直
隷
州
に
格
上
げ
と
な
る
際
に
は
、
そ
れ
は
見
ら
れ
ず
、
こ
の
こ
と
は
、
お
そ
ら
く
明
代
直
隷
州
の



　
　
臨
時
性
を
表
し
て
い
る
）
。

　
臨
時
性
を
抜
け
出
な
か
っ
た
と
は
い
え
、

た
。

明
代
直
隷
州
は
清
代
直
隷
州
と
の
間
に
、
一
定
程
度
の
連
続
性
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
っ

弱慎孜瞳珈旅馳肺
獅

口
　
雍
正
時
代
の
直
隷
州
政
策

　
明
代
直
隷
州
の
数
量
は
全
部
で
四
五
で
あ
っ
た
。
清
代
直
隷
州
の
規
準
か
ら
み
れ
ば
、
し
か
し
、
明
代
に
は
た
だ
、
二
一
の
直
隷
州

し
か
な
か
っ
た
。
清
朝
の
順
治
、
康
煕
両
代
を
通
じ
て
、
こ
の
二
一
直
隷
州
体
制
に
は
ず
っ
と
変
化
が
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
康

煕
朝
の
二
一
直
隷
州
体
制
は
、
基
本
的
に
は
明
代
直
隷
州
制
度
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
。

　
け
れ
ど
も
、
雍
正
年
間
に
い
た
る
と
、
直
隷
州
の
数
量
の
上
で
非
常
に
大
き
な
変
化
が
発
生
し
た
。
こ
の
変
化
は
、
直
隷
州
に
行
政

機
構
と
し
て
、
新
し
い
意
義
を
与
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
直
隷
州
の
数
は
、
雍
正
年
間
を
へ
て
、
ほ
ぼ
三
倍
に
増
加
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

こ
の
増
加
率
は
、
府
や
県
の
そ
れ
を
遙
か
に
越
え
て
い
る
。
た
か
だ
か
＝
二
年
間
の
雍
正
年
間
に
、
総
計
七
〇
の
直
隷
州
が
格
上
げ
さ

れ
て
設
置
さ
れ
る
か
或
い
は
新
設
さ
れ
た
。
既
設
の
直
隷
州
は
、
数
量
上
も
雍
正
＝
年
（
一
七
三
三
）
に
頂
点
に
達
し
、
そ
の
数
は

八
二
直
隷
州
と
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
こ
で
ス
キ
ナ
ー
に
な
ら
っ
て
、
地
方
管
理
の
機
能
を
、
大
ま
か
に
二
つ
に
、
す
な
わ
ち
、
財
政
（
徴
税
）
機
能
と
軍
事
（
治
安
維

持
）
機
能
と
に
分
け
る
。
地
方
の
中
心
部
で
は
、
前
者
の
機
能
が
優
先
的
で
あ
り
、
他
方
、
周
辺
部
で
は
後
者
が
優
先
性
を
も
っ
た
。

清
朝
の
地
方
行
政
系
統
の
な
か
で
、
省
－
府
－
県
と
い
う
三
級
が
も
っ
と
も
典
型
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
は
、
数
量
的
な
角
度
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か
ら
も
立
証
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
府
と
県
が
主
に
財
政
管
理
を
目
的
と
し
て
い
た
と
認
識
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
他
方
、
直

隷
庁
に
は
領
県
が
な
く
、
そ
の
管
理
面
積
は
非
常
に
狭
く
、
し
か
も
、
大
多
数
が
辺
境
に
あ
っ
た
。
ま
た
、
散
庁
は
管
轄
面
積
の
非
常

に
狭
い
辺
境
の
府
に
所
属
し
、
し
か
も
、
散
庁
自
身
も
辺
境
に
設
置
さ
れ
た
。
こ
の
点
は
疑
い
が
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
直
隷
庁
と
散

庁
が
主
に
軍
事
事
務
に
責
任
を
負
っ
た
と
考
え
る
こ
と
は
適
切
で
あ
る
。
国
家
機
能
は
財
政
と
軍
事
に
限
ら
れ
は
し
な
い
と
い
う
外
在

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

的
批
判
の
立
場
に
立
つ
の
で
は
な
い
限
り
、
ス
キ
ナ
ー
の
展
開
し
た
ロ
ジ
ッ
ク
に
は
一
貫
性
が
あ
り
、
充
分
に
啓
発
的
で
あ
る
。

　
も
っ
と
も
、
筆
者
は
、
直
隷
州
に
つ
い
て
は
、
そ
の
主
要
な
機
能
は
財
政
事
務
と
関
連
し
て
い
た
と
考
え
る
。
こ
の
点
を
証
明
す
る

た
め
に
は
、
散
州
、
直
隷
州
と
府
の
間
の
関
係
に
視
線
を
注
ぐ
必
要
が
あ
る
。

　
散
州
と
直
隷
州
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
多
く
を
論
じ
る
必
要
は
な
い
。
雍
正
年
間
に
新
設
さ
れ
た
七
〇
の
直
隷
州
の
う
ち
、
六
五
州

が
散
州
か
ら
格
上
げ
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
直
隷
州
と
府
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
大
部
分
の
直
隷
州
が
必
ず
府
に
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
し
か
し
、
往
々
に
し
て
、
大
部
分

の
新
府
は
直
隷
州
が
格
上
げ
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
雍
正
か
ら
嘉
慶
初
期
に
お
お
よ
そ
三
二
府
が
新
設
さ
れ
た
が
、
そ
の
う
ち
、
一

二
例
が
「
散
州
↓
直
隷
州
↓
府
」
と
い
う
経
緯
を
へ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
一
二
を
含
ん
だ
二
三
の
例
が
、
直
隷
州
段
階
を
へ
た
後
に

は
じ
め
て
府
に
格
上
げ
さ
れ
て
お
り
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
新
設
さ
れ
た
府
の
三
分
の
二
が
直
隷
州
と
関
連
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
翻
っ

て
考
え
れ
ば
、
同
じ
時
期
に
、
お
お
よ
そ
、
一
二
の
府
が
格
下
げ
に
な
り
、
そ
の
う
ち
、
半
数
を
占
め
る
六
例
が
直
隷
州
に
格
下
げ
と

な
っ
た
。
減
少
し
た
府
数
の
半
数
も
直
隷
州
と
関
係
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
他
に
、
乾
隆
年
間
に
全
部
で
、
一
五
の
直
隷
州
が

増
加
し
た
が
、
そ
の
う
ち
、
七
直
隷
州
は
散
州
か
ら
格
上
げ
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
、
六
の
直
隷
州
は
、
上
述
の
府
か
ら
格
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

げ
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
散
州
、
直
隷
州
と
府
の
関
係
は
、
見
た
と
こ
ろ
非
常
に
密
接
で
あ
る
。
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（
2
8
）

　
散
州
を
直
隷
州
に
格
上
げ
す
る
際
の
理
由
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
「
地
方
遼
闊
」
と
い
う
理
由
に
は
、
一
定
の
共
通
性

が
あ
る
。
さ
ら
に
、
手
続
き
の
形
式
上
も
共
通
性
が
あ
る
。
ま
ず
、
「
戸
部
議
覆
」
或
い
は
、
「
戸
部
等
衙
門
議
覆
」
と
あ
り
、
そ
の
後

に
、
当
地
の
「
総
督
」
或
い
は
「
巡
撫
」
の
疏
言
と
い
う
形
式
が
と
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
具
体
的
な
管
理
地
の
配
分
と
そ
の
理
由
な
ど

が
説
明
さ
れ
、
最
後
に
、
「
照
知
府
之
例
処
分
」
と
締
め
く
く
ら
れ
る
。
雍
正
二
年
（
一
七
二
四
）
以
後
に
な
る
と
、
記
載
の
形
式
上

は
簡
略
化
さ
れ
て
く
る
が
、
こ
れ
は
、
重
複
の
面
倒
を
避
け
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
「
戸
部
議
覆
」
と
「
照
知
府
之
例
」
と
い
う
、
こ
の
二
点
は
注
目
す
る
に
値
す
る
。
戸
部
は
当
時
の
財
政
部
門
で
あ
り
、
戸
部
の
指

導
下
で
散
州
が
直
隷
州
に
格
上
げ
と
な
る
過
程
が
実
施
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
財
政
上
の
考
慮
が
優
先
さ
れ

て
い
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
ま
た
、
「
照
知
府
之
例
」
と
い
う
記
載
は
、
直
隷
州
と
府
と
の
機
能
の
類
似
性
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
点
は
、
直
隷
州
の
主
要
な
機
能
が
財
政
方
面
に
あ
っ
た
こ
と
の
傍
証
で
あ
る
。

　
他
方
、
直
隷
州
が
府
に
な
る
の
は
、
同
じ
レ
ヴ
ェ
ル
（
二
級
行
政
区
）
間
の
変
化
で
あ
り
、
た
い
て
い
は
、
行
政
区
画
の
更
新
を
伴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

わ
な
い
。
格
上
げ
の
理
由
は
、
「
以
資
弾
圧
」
等
で
あ
り
、
府
へ
の
格
上
げ
は
統
治
に
必
要
な
権
威
を
強
化
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
し

た
が
っ
て
、
焦
点
は
、
当
該
行
政
官
の
地
位
で
あ
り
、
吏
部
と
の
関
係
が
密
接
で
あ
り
、
戸
部
は
直
接
に
は
関
係
が
な
い
こ
と
に
な
る
。

　
直
隷
州
は
、
財
政
牧
入
源
と
し
て
最
と
も
理
想
的
で
あ
っ
た
府
－
県
系
統
を
新
設
す
る
た
め
の
試
験
段
階
と
し
て
設
置
さ
れ
た
も
の

で
あ
っ
た
。
王
朝
建
設
が
相
対
的
な
安
定
局
面
に
あ
っ
た
雍
正
期
に
は
、
国
庫
牧
入
の
安
定
性
は
そ
の
政
策
上
の
重
要
性
を
増
加
さ
せ

つ
つ
あ
っ
た
。
七
〇
の
直
隷
州
は
、
将
来
的
に
府
に
格
上
げ
す
る
試
験
設
階
と
し
て
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
う
ち
三
三
直

隷
州
は
ず
っ
と
試
験
段
階
に
お
か
れ
、
成
果
の
上
が
っ
た
一
四
直
隷
州
は
徴
税
に
最
も
理
想
な
府
に
格
上
げ
さ
れ
、
展
望
の
な
い
一
九

直
隷
州
は
早
々
と
見
切
り
を
つ
け
ら
れ
、
も
と
の
散
州
に
格
下
げ
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
筆
者
は
こ
の
よ
う
に
解
釈
す
る
。
七
〇
の
試



鵬

験
モ
デ
ル
に
対
し
て
、
一
四
の
成
功
例
、
つ
ま
り
、
二
〇
％
の
成
功
率
は
、
決
し
て
低
い
と
は
言
え
な
い
。
さ
ら
に
、
こ
の
一
四
の
例

の
他
に
、
康
煕
時
代
以
来
の
直
隷
州
の
う
ち
、
七
直
隷
州
が
府
に
格
上
げ
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
雍
正
年
間
に
い
た
っ
て
、

直
隷
州
は
さ
ら
に
新
し
い
意
義
を
持
つ
に
い
た
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
雍
正
帝
の
こ
の
直
隷
州
政
策
は
、
ま
さ
し
く
、
雍
正
二
年
（
一
七
二
四
）
三
月
、
山
西
で
開
始
さ
れ
た
。

　
「
三
月
，
山
西
巡
撫
諾
眠
疏
言
“
太
原
、
平
陽
二
府
所
轄
州
県
，
居
通
省
三
分
之
二
，
地
方
遼
闊
，
経
年
不
能
周
其
地
，
是
以
従
前

号
空
，
知
州
毫
元
覚
査
。
今
細
査
輿
圖
，
莫
若
照
直
隷
州
之
制
分
轄
…
…
経
分
理
，
則
太
原
、
平
陽
所
隷
州
県
各
止
十
一
，
地
近
則
易

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

周
，
糧
少
則
易
核
，
不
惟
一
万
空
之
弊
可
杜
，
既
刑
名
詞
訟
亦
簡
而
易
理
」
。

　
こ
の
政
策
を
提
案
し
た
諾
眠
は
、
「
莫
若
照
直
隷
州
之
制
」
と
い
っ
て
い
る
。
け
れ
ど
も
、
雍
正
帝
以
後
の
直
隷
州
は
そ
の
前
と
較

べ
て
、
さ
ら
に
い
ま
ひ
と
つ
の
新
し
い
意
義
を
持
っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
清
代
直
隷
州
を
規
準
と
し
て
考
え
れ
ば
、
明
代
に
は
た
だ
、

二
一
の
直
隷
州
し
か
な
く
、
直
隷
州
数
は
府
数
の
八
分
の
一
程
度
を
占
め
て
い
た
に
過
ぎ
な
い
。
清
代
康
煕
年
間
に
な
っ
て
、
直
隷
州

に
は
、
は
じ
め
て
、
相
当
な
安
定
し
た
規
律
性
が
生
じ
た
。
も
っ
と
も
、
そ
の
総
数
は
二
一
直
隷
州
で
あ
り
、
や
は
り
府
数
の
八
分
の

一
前
後
を
占
め
て
い
た
に
過
ぎ
な
い
。
け
れ
ど
も
、
い
っ
た
ん
雍
正
年
間
を
過
ぎ
る
と
、
そ
の
比
率
は
三
分
の
一
前
後
と
な
り
、
清
代

地
方
行
政
制
度
の
不
可
欠
の
構
成
部
分
へ
と
成
長
し
て
い
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

日
　
明
清
間
の
府
県
構
成
の
変
化

明
代
万
暦
年
間
か
ら
清
代
乾
隆
年
間
へ
の
変
化
を
、
万
暦
『
大
明
会
典
』
、
康
煕
『
大
清
会
典
』
、
乾
隆
『
大
清
会
典
』
の
三
つ
の
資
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料
の
記
載
に
も
と
つ
い
て
通
覧
し
て
み
る
と
、
断
江
、
江
西
、
江
蘇
（
明
代
に
は
南
直
隷
の
一
部
分
）
、
福
建
、
広
東
の
こ
の
五
省
で
は
、

府
県
数
の
変
化
は
相
当
に
安
定
し
て
い
る
。
こ
の
地
域
の
権
力
配
分
は
相
当
に
安
定
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
四
川
、
広
西
、
雲
南

と
貴
州
に
は
、
減
少
傾
向
に
あ
る
と
は
い
え
、
ず
っ
と
少
な
か
ら
ぬ
土
司
が
存
在
し
、
四
川
の
土
司
数
は
か
え
っ
て
増
加
さ
え
し
て
い

る
。

　
つ
ぎ
に
、
康
煕
年
間
を
中
間
と
し
て
、
そ
の
前
後
そ
れ
ぞ
れ
の
期
間
の
変
化
を
み
て
み
る
。

　
万
暦
年
間
か
ら
康
煕
年
間
の
間
の
変
化
は
大
き
く
な
い
。

　
主
要
な
変
化
が
生
じ
た
の
は
康
煕
年
間
か
ら
乾
隆
年
間
の
問
で
あ
っ
た
。
ま
ず
、
了
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
前
提
は
、
府
に
は
大

小
の
違
い
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
あ
る
府
は
領
県
が
三
〇
以
上
で
あ
り
、
西
南
地
区
に
は
領
県
の
な
い
土
府
も
存
在
す
る
と
い
っ
た
具

合
で
、
違
い
は
非
常
に
大
き
い
。
康
煕
『
大
清
会
典
』
の
記
載
に
よ
れ
ば
、
全
国
に
は
一
六
三
府
が
あ
っ
た
が
、
領
し
て
い
る
県
級
行

政
機
構
数
が
二
〇
以
上
の
大
府
は
、
全
部
で
＝
二
あ
っ
た
。

　
康
煕
年
間
か
ら
乾
隆
年
間
の
期
間
、
全
国
的
に
大
府
が
減
少
す
る
と
い
う
現
象
が
あ
っ
た
。
直
隷
順
天
府
、
貴
州
貴
陽
府
そ
し
て
広

西
太
平
府
の
三
つ
の
特
殊
地
区
を
除
く
と
、
管
理
県
数
が
過
度
に
多
い
大
府
は
み
な
平
均
化
し
た
。
そ
の
他
の
府
に
つ
い
て
は
、
所
管

県
級
数
が
三
四
か
ら
二
〇
に
減
少
し
た
河
南
開
封
府
を
最
高
と
し
て
、
所
管
県
級
が
二
〇
以
上
の
府
は
完
全
に
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

さ
ら
に
、
所
管
県
級
数
が
一
〇
以
上
の
府
も
、
所
管
県
数
の
減
少
を
示
し
た
。
領
県
一
〇
以
上
の
比
較
的
大
き
な
府
は
、
全
部
で
四
八

府
の
う
ち
、
三
六
府
が
所
管
県
級
行
政
機
構
を
減
少
さ
せ
、
し
か
も
、
こ
の
三
六
府
の
な
か
で
三
一
府
の
領
県
数
の
減
少
は
、
雍
正
帝

の
直
隷
州
政
策
と
関
係
し
て
い
た
。

　
直
隷
（
北
直
隷
）
、
山
東
、
河
南
、
陳
西
（
そ
し
て
四
川
）
。
こ
れ
ら
北
方
の
四
省
は
、
明
末
清
初
時
期
に
は
ず
っ
と
、
一
〇
〇
以
上
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の
領
県
を
も
っ
た
大
省
で
あ
っ
た
。
山
西
省
が
こ
れ
に
続
き
、
変
わ
ら
ず
九
〇
以
上
の
領
県
を
保
持
し
て
お
り
、
省
規
模
は
相
当
に
大

き
か
っ
た
。

　
こ
れ
ら
の
所
管
県
級
機
構
が
多
い
直
隷
、
山
東
、
山
西
、
河
南
、
陳
西
の
北
方
五
省
の
も
う
ひ
と
つ
の
特
徴
は
、
康
煕
『
大
清
会
典
』

の
記
載
に
し
た
が
え
ば
、
各
省
の
府
級
所
管
県
数
の
全
国
平
均
が
八
・
○
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
上
述
の
各
省
平
均
の
府
級
管
理
県
級

数
は
、
直
隷
＝
二
・
○
、
山
東
一
七
・
三
、
山
西
＝
・
八
、
河
南
一
一
・
八
、
陳
西
一
二
・
九
と
、
全
て
が
全
国
平
均
数
以
上
の
管

理
数
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
乾
隆
『
大
清
会
典
』
の
記
載
を
根
拠
と
す
る
と
、
当
該
の
平
均
値
は
低
下
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
直
隷
八
・
六
、

山
東
一
〇
・
七
、
山
西
五
・
○
、
河
南
八
・
一
、
陳
西
九
・
五
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
低
下
が
全
国
平
均
値
に
影
響
し
て
、
全
国
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

均
値
は
六
・
六
に
下
が
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
が
意
味
す
る
の
は
、
府
級
の
管
理
負
担
の
減
少
で
あ
る
。
こ
れ
も
ま
た
、
雍
正
直
隷
州

政
策
の
結
果
で
あ
っ
た
。

　
総
括
す
る
と
、
雍
正
直
隷
州
政
策
の
要
点
は
、
二
つ
あ
っ
た
。
第
一
は
、
雍
正
直
隷
州
政
策
は
相
当
全
面
的
に
全
国
で
展
開
さ
れ
、

し
か
も
、
大
府
の
解
体
過
程
を
と
も
な
っ
て
、
全
国
平
均
の
府
級
管
理
県
級
数
を
、
八
・
○
か
ら
六
・
六
に
低
下
さ
せ
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
こ
と
は
、
府
級
の
管
理
負
担
の
減
少
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
の
政
策
は
、
基
本
的
に
は
全
国
的
な
性
質
を
そ
な
え
て
い
た
。
第
二

に
、
同
時
に
、
大
府
が
北
方
に
多
か
っ
た
た
め
に
、
北
方
の
直
隷
、
山
東
、
山
西
、
河
南
、
陳
西
こ
れ
ら
五
省
に
つ
い
て
、
こ
の
政
策

の
影
響
が
特
に
顕
著
で
あ
っ
た
。

　
雍
正
直
隷
州
政
策
に
対
す
る
詳
細
な
分
析
を
へ
て
、
そ
の
直
接
の
目
的
を
み
る
と
、
こ
の
政
策
は
府
の
県
に
対
す
る
管
理
負
担
の
減

少
を
追
求
し
た
も
の
で
あ
っ
た
し
、
そ
の
た
め
に
、
府
を
代
替
す
る
機
構
が
大
量
に
設
置
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
「
直
隷
州
」
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が
そ
れ
で
あ
る
。
本
稿
の
研
究
か
ら
、
当
該
政
策
は
一
定
程
度
に
お
い
て
、
そ
の
目
的
を
達
成
し
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
け
れ

ど
も
、
別
の
角
度
か
ら
み
る
と
、
こ
の
政
策
の
影
響
は
北
方
地
区
の
大
府
に
お
い
て
顕
著
で
あ
り
、
結
果
的
に
、
明
代
以
来
の
、
大
府

が
多
く
北
方
に
遍
在
し
て
い
る
と
い
う
府
の
分
布
状
況
を
打
破
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
お
そ
ら
く
、
雍
正
直
隷
州
政
策
の
意
図

せ
ざ
る
結
果
で
あ
っ
た
し
、
ま
た
、
明
末
清
初
地
方
行
政
制
度
「
改
革
」
の
も
う
ひ
と
つ
の
歴
史
的
意
義
だ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で

き
よ
う
。

四
　
上
中
下
制
か
ら
、
繁
簡
制
、
そ
し
て
衝
繁
疲
難
制
へ
の
変
遷

　
中
国
の
歴
史
上
、
上
、
中
、
下
の
文
字
を
用
い
て
、
各
地
区
の
特
徴
を
表
示
す
る
方
法
は
、
少
な
く
と
も
唐
朝
以
来
ず
っ
と
存
在
し

て
き
た
。

　
た
だ
し
、
明
代
以
前
に
お
い
て
は
、
上
中
下
は
、
戸
口
数
を
規
準
に
し
て
お
り
、
地
方
官
の
官
品
も
こ
れ
に
応
じ
て
上
下
し
た
の
で

あ
っ
た
。

　
明
代
に
な
る
と
、
上
中
下
を
分
け
る
規
準
が
、
も
は
や
戸
口
数
で
は
な
く
、
石
数
に
な
っ
て
い
る
。
長
期
的
な
観
点
か
ら
み
る
と
、

こ
の
変
化
は
、
人
頭
税
か
ら
土
地
税
へ
と
い
う
歴
史
的
な
趨
勢
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
次
に
、
無
視
し
て
な
ら
な
い
こ
と
は
、

地
方
官
の
官
品
は
、
そ
の
行
政
単
位
の
上
中
下
の
等
級
に
左
右
さ
れ
な
く
な
り
、
固
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、

知
府
な
ら
正
四
品
、
知
県
な
ら
正
七
品
と
い
う
具
合
に
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
上
中
下
の
区
分
が
、
す
で
に
、
官
員
の
考
課
の
規
準
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と
し
て
の
意
義
を
消
失
し
た
こ
と
を
意
味
し
、
た
だ
、
税
糧
を
表
示
す
る
も
の
に
な
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
そ
れ
で
は
、
官
員

考
課
の
規
準
、
す
な
わ
ち
、
適
材
を
適
所
に
配
置
す
る
た
め
の
規
準
は
ど
う
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
に
、
明
朝
の
独
創
に
な
る
「
繁

簡
制
」
が
出
現
し
た
。

　
こ
の
制
度
は
、
税
糧
を
主
体
と
し
な
が
ら
、
同
時
に
、
交
通
の
便
や
、
同
地
の
政
治
的
重
要
性
等
を
考
慮
に
入
れ
た
新
し
い
官
員
考

課
の
規
準
で
あ
っ
た
。
こ
の
繁
簡
制
度
の
成
立
は
、
当
地
の
具
体
的
な
状
況
と
人
材
の
必
要
を
明
確
に
示
し
う
る
と
い
う
点
で
、
前
代

の
た
だ
戸
数
の
多
寡
に
よ
っ
て
上
中
下
を
定
め
た
も
の
と
較
べ
て
、
当
時
と
し
て
は
割
時
代
的
な
意
義
を
持
っ
て
い
た
。
そ
の
後
、
明

代
前
期
、
中
期
を
経
て
、
繁
簡
制
は
、
官
員
考
課
と
適
材
適
所
の
規
準
と
し
て
地
歩
を
固
め
て
い
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
上
中
下
制

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）

は
い
っ
そ
う
、
税
糧
だ
け
を
表
示
す
る
も
の
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
嘉
靖
、
隆
慶
年
間
に
は
、
行
政
制
度
改
革
の
必
要
性
の
高
ま
り
に
と
も
な
っ
て
、
官
員
考
課
制
度
で
あ
る
繁
簡
制
の
運
用
と
改
革
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
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）

め
ぐ
っ
て
、
一
連
の
議
論
が
展
開
さ
れ
た
。
「
隆
慶
新
定
地
理
繁
簡
考
」
は
、
繁
簡
制
を
改
良
し
よ
う
と
い
う
嘉
靖
末
年
以
来
の
趨
勢

の
ひ
と
つ
の
頂
点
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
新
し
い
上
中
下
三
等
案
が
実
際
に
実
行
さ
れ
た
か
ど
う
か
は
疑
わ
し
い
。
そ
れ
と
い
う
の
も
、

「
新
地
理
繁
簡
考
」
に
言
及
し
て
い
る
当
の
『
大
明
官
制
』
自
体
が
、
全
国
各
地
の
記
載
に
つ
い
て
、
「
上
、
中
、
下
」
の
方
法
を
用
い

ず
、
「
衝
、
僻
、
疲
、
頑
、
淳
」
等
の
一
〇
数
種
類
の
概
括
的
な
文
字
を
用
い
て
各
地
の
情
況
を
表
示
す
る
方
法
を
採
用
し
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。

　
明
朝
一
代
に
つ
い
て
み
る
と
、
行
政
難
易
度
を
表
示
す
る
方
法
に
は
、
こ
れ
以
上
の
発
展
は
な
か
っ
た
。
行
政
管
理
難
易
度
の
表
現

方
式
の
さ
ら
に
い
っ
そ
う
の
発
展
に
は
、
清
朝
雍
正
年
間
を
ま
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
康
煕
三
一
年
（
一
六
九
二
）
以

前
に
書
か
れ
た
名
著
『
読
史
方
輿
紀
要
』
に
さ
え
、
新
し
い
方
式
は
採
用
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
明
末
か
ら
雍
正
年
間
の
空
白
を
埋
め
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る
よ
う
な
新
資
料
の
出
現
を
考
え
る
こ
と
に
は
、
お
そ
ら
く
ほ
と
ん
ど
現
実
性
は
な
い
だ
ろ
う
。

　
「
衝
繁
疲
難
」
制
度
の
起
源
は
、
雍
正
六
年
（
一
七
二
八
）
三
月
一
九
日
の
広
西
布
政
使
郭
鋲
の
次
の
よ
う
な
建
議
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）

「
一
地
当
孔
道
者
為
衝
　
一
政
務
紛
転
者
為
繁
，
一
賦
多
通
者
為
疲
，
一
民
刀
俗
桿
命
盗
案
多
者
為
難
」
。

　
雍
正
七
年
（
一
七
二
九
）
に
は
、
呂
耀
会
が
違
う
方
法
を
提
案
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
要
す
る
に
、
要
中
簡
の
三
分
案
で
あ
り
、
実

際
に
は
、
明
末
の
試
み
と
大
差
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
郭
鋲
の
考
案
し
た
衝
繁
疲
難
制
は
、
そ
う
で
は
な
く
、
四
つ
の
文
字
の
組
み

合
わ
せ
に
よ
っ
て
、
一
六
種
類
の
表
現
を
可
能
に
し
、
同
時
に
各
地
の
特
徴
を
表
現
す
る
こ
と
を
可
能
と
し
て
い
る
。
振
り
返
っ
て
み

れ
ば
、
上
中
下
制
に
し
て
も
、
要
中
簡
案
に
し
て
も
、
そ
の
共
通
し
た
欠
点
は
、
そ
れ
ら
の
表
示
法
で
は
、
難
易
度
の
等
級
を
表
現
す

る
こ
と
は
で
き
て
も
、
そ
の
等
級
を
決
定
し
た
条
件
を
同
時
に
は
示
せ
な
い
こ
と
に
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）

　
衝
繁
疲
難
制
度
は
、
最
終
的
に
、
雍
正
九
年
（
一
七
三
一
）
一
二
月
に
確
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
永
い
歴
史
を
持
つ
上
中
下
制
は
、
明
初
の
繁
簡
制
を
へ
、
さ
ら
に
、
明
末
の
改
良
を
通
じ
て
そ
の
合
理
性
を
高
め
、
最
終
的
に
清
朝

の
衝
繁
疲
難
制
に
結
実
し
た
。
こ
こ
に
お
い
て
、
当
該
制
度
は
、
割
時
代
的
な
高
度
の
合
理
性
を
獲
得
す
る
に
い
た
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

五
　
土
司
制
度
と
改
土
帰
流

田

　
元
代
に
西
南
地
区
に
は
大
量
の
土
司
が
設
置
さ
れ
た
。
元
代
土
司
の
特
徴
は
、
そ
れ
が
必
ず
し
も
土
官
に
よ
っ
て
担
当
さ
れ
た
わ
け

で
は
な
い
こ
と
、
ま
た
、
官
職
の
品
級
が
お
し
な
べ
て
明
代
よ
り
も
高
い
こ
と
に
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
明
清
に
い
た
る
土
司
制
度
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は
、
元
朝
に
お
い
て
創
始
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
土
司
制
度
は
、
そ
の
当
初
よ
り
、
行
政
の
画
一
性
を
志
向
す
る
中
央
権
力
に
と
っ
て
は
妥
協
の
産
物
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
改

土
帰
流
政
策
は
土
司
制
度
の
成
立
と
同
時
に
始
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
さ
え
可
能
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
こ
の
問
題
は
常
に
、
中
央
の
管
理
能
力
の
強
弱
と
関
係
す
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
中
央
の
管
理
能
力
が
強
力
で
あ

れ
ば
、
中
央
は
鎮
圧
能
力
を
背
景
と
し
て
、
土
司
の
管
理
強
化
に
乗
り
出
す
必
然
性
を
備
え
て
い
た
。
い
っ
た
ん
、
き
っ
か
け
が
あ
れ

ば
、
土
司
に
強
力
な
管
理
を
行
い
、
そ
れ
を
廃
棄
す
る
こ
と
に
対
し
て
、
中
央
は
躊
躇
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
も
っ
と
も
、
現
実
に

は
、
明
代
中
期
以
降
、
中
央
権
力
は
、
地
方
に
対
す
る
統
制
能
力
を
著
し
く
低
下
さ
せ
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
、
改
土
帰
流
が
行
わ
れ

る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
そ
の
範
囲
は
狭
く
規
模
も
大
き
く
は
な
か
っ
た
。
甚
だ
し
い
場
合
に
は
、
「
撒
流
復
土
」
と
い
う
、
逆
転
現
象

さ
え
生
じ
た
の
が
、
歴
史
の
現
実
で
あ
っ
た
。
改
土
帰
流
と
い
え
ば
、
清
代
雍
正
年
間
の
も
の
が
思
い
出
さ
れ
る
の
は
、
そ
れ
が
、
範

囲
に
お
い
て
も
、
規
模
の
点
で
も
、
そ
れ
ほ
ど
圧
倒
的
な
も
の
だ
っ
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
が
、
改
土
帰
流
が
決
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）

雍
正
年
間
に
だ
け
行
わ
れ
た
の
で
な
い
こ
と
は
記
憶
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

明
代
か
ら
、
土
司
は
、
大
き
く
「
文
職
」
と
「
武
職
」
と
に
分
け
ら
れ
た
。

明
代
の
土
司
に
対
す
る
中
央
管
理
は
、
主
に
、
以
下
の
三
つ
の
点
を
基
本
と
し
た
。
す
な
わ
ち
、

ω
　
印
信
、
詰
勅
の
発
行
。
こ
れ
ら
は
、
土
司
権
力
が
中
央
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
象
徴
で
あ
り
、
中
央
に
と
っ
て
は
、

　
最
重
要
の
統
制
手
段
で
あ
っ
た
。

②
　
土
司
の
世
襲
に
対
す
る
周
到
な
規
定
の
作
成
を
通
じ
た
管
理
。
土
司
に
と
っ
て
は
、
世
襲
を
通
じ
た
権
力
の
継
承
、
保
持
が
最
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大
の
関
心
で
あ
り
、
統
制
手
段
と
し
て
や
は
り
有
効
に
作
用
し
た
。

　
㈲
　
当
初
は
、
「
以
土
為
主
」
政
策
を
と
り
、
現
地
の
事
情
に
精
通
し
、
ま
た
、
地
域
民
に
対
し
て
威
信
を
有
す
る
土
官
の
発
言
力

　
　
を
重
視
し
た
が
、
や
が
て
、
「
両
令
井
存
」
政
策
も
と
ら
れ
、
土
官
に
対
し
て
流
官
を
併
設
し
、
土
官
の
権
力
を
牽
制
し
た
り
し
た
。

　
ま
た
、
明
代
に
も
改
土
帰
流
政
策
は
と
ら
れ
た
が
、
そ
の
種
類
は
、
大
き
く
分
類
し
て
以
下
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

　
コ
　
武
力
鎮
圧
に
よ
る
改
流

捌
規
定
違
反
を
理
由
と
し
た
改
碗
そ
の
な
か
で
戦
世
襲
の
際
の
継
承
資
格
の
不
備
を
問
題
と
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
っ
た
・

　
㈹
　
土
官
の
方
か
ら
の
申
請
を
許
可
す
る
か
た
ち
で
の
改
流
。
こ
の
場
合
、
改
流
は
極
め
て
平
和
裡
に
行
わ
れ
た
。

　
し
か
し
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
中
期
以
降
の
明
朝
で
は
、
中
央
権
力
の
衰
退
傾
向
が
覆
い
難
い
も
の
と
な
り
、
改
土
帰
流
が
大
規
模
に

行
わ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

清
代
に
な
る
と
、
中
央
権
力
の
充
実
に
と
も
な
っ
て
、
中
央
に
よ
る
土
司
の
管
理
は
、
明
代
に
較
べ
て
著
し
く
強
化
さ
れ
た
。

ω
　
印
信
、
号
紙
な
ど
に
よ
る
統
制
も
い
っ
そ
う
厳
格
と
な
り
、
遺
失
時
の
罰
則
等
も
強
化
さ
れ
た
。

②
　
世
襲
に
対
す
る
管
理
も
強
化
さ
れ
、
世
襲
の
資
格
に
つ
き
、
犯
罪
歴
の
有
無
、
年
齢
、
宗
派
、
継
承
申
請
期
限
等
に
つ
い
て
、

　
細
か
く
規
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

㈲
　
「
以
流
為
主
」
政
策
が
と
ら
れ
、
土
官
よ
り
も
、
中
央
か
ら
派
遣
さ
れ
た
流
官
の
発
言
力
が
強
化
さ
れ
て
い
っ
た
。

こ
れ
ら
に
加
え
清
朝
は
さ
ら
に
、
新
た
な
管
理
手
法
を
開
発
し
て
い
っ
た
。

ω
　
分
襲
。
つ
ま
り
、
前
代
の
管
轄
地
を
複
数
の
世
襲
者
に
つ
が
せ
る
こ
と
で
、
世
襲
地
を
細
分
化
さ
せ
、
個
々
の
土
司
の
政
治
力
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を
削
減
し
た
。

　
㈲
　
管
轄
範
囲
縮
小
。
ま
た
、
世
襲
の
際
に
、
公
然
と
、
世
襲
さ
れ
る
管
轄
地
を
削
減
し
た
。

　
㈲
　
厳
禁
離
境
。
土
官
が
、
当
地
を
離
れ
て
外
地
に
出
か
け
る
こ
と
を
、
厳
し
く
制
限
し
た
。

　
の
　
幕
僚
検
査
。
土
司
に
有
能
な
顧
問
が
雇
わ
れ
る
の
を
制
限
す
る
た
め
に
、
幕
僚
の
採
用
等
に
つ
い
て
、
細
か
な
規
定
を
設
け
た
。

　
他
方
、
改
土
帰
流
の
種
類
は
、
明
代
と
あ
ま
り
変
化
は
な
く
、
ω
武
力
鎮
圧
に
よ
る
改
流
、
②
規
定
違
反
を
理
由
と
し
た
改
流
、
助

土
官
の
方
か
ら
の
申
請
を
許
可
す
る
か
た
ち
で
の
改
流
、
の
三
種
類
で
あ
る
が
、
管
理
は
明
代
に
増
し
て
厳
格
と
な
り
、
規
定
に
違
反

す
る
例
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
増
加
し
た
。

　
ま
た
、
清
代
に
は
、
土
官
が
統
治
権
を
奪
わ
れ
た
あ
と
も
、
名
義
上
、
原
官
の
官
位
を
残
す
と
い
う
こ
と
が
行
わ
れ
た
。

　
改
土
帰
流
は
、
再
言
す
る
ま
で
も
な
く
、
雍
正
年
間
に
そ
の
ピ
ー
ク
に
達
す
る
。
そ
の
背
景
と
な
っ
た
の
は
、
も
と
よ
り
、
雍
正
朝

に
お
け
る
中
央
権
力
の
統
治
能
力
の
充
実
で
あ
る
。
土
司
は
、
他
面
に
お
い
て
、
明
代
の
軍
制
で
あ
っ
た
「
衛
所
」
制
度
と
も
重
な
っ

て
お
り
、
次
に
こ
の
点
を
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。
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e
　
軍
制
と
し
て
の
明
代
衛
所
制
度

　
明
代
兵
制
の
最
高
機
関
は
兵
部
と
五
軍
都
督
府
で
あ
り
、
そ
の
構
成
要
素
が
、
衛
と
所
で
あ
る
。
衛
所
に
は
、
内
地
部
隊
で
あ
る
内

衛
と
外
地
の
外
衛
が
あ
り
、
外
衛
は
、
各
地
の
都
指
揮
使
司
（
都
司
）
を
通
じ
て
、
五
軍
都
督
府
に
服
属
し
た
。
都
指
揮
使
司
は
、
洪

武
三
年
（
＝
二
七
〇
）
に
設
置
さ
れ
た
当
時
に
は
、
都
衛
指
揮
使
司
（
都
衛
）
と
呼
ば
れ
、
ま
だ
、
都
指
揮
使
司
と
は
呼
ば
れ
て
い
な

い
。
洪
武
八
年
（
＝
二
七
五
）
に
な
っ
て
、
都
指
揮
使
司
と
呼
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
こ
の
時
点
で
は
、
ま
だ
、
全
国
一
律
に

設
置
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。

　
衛
所
に
は
、
実
は
、
既
存
の
行
政
区
の
な
か
に
純
粋
な
軍
事
組
織
と
し
て
駐
屯
す
る
「
虚
土
衛
所
」
と
、
実
際
の
管
轄
地
を
持
つ
「
実

土
衛
所
」
と
が
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
「
実
土
衛
所
」
で
は
、
事
実
上
の
軍
政
が
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
管
轄
地
は
行
政
区
と
し
て

の
意
味
を
持
っ
て
い
た
。
従
来
の
、
明
清
地
方
行
政
制
度
研
究
の
欠
点
の
ひ
と
つ
は
、
こ
の
実
土
衛
所
を
考
察
か
ら
除
外
し
て
き
た
こ

と
で
あ
る
。

　
明
代
の
軍
制
と
し
て
の
衛
所
制
度
の
衰
退
は
、
正
統
年
間
に
始
ま
り
、
中
期
以
降
に
は
表
面
化
す
る
に
い
た
る
。
こ
の
後
、
南
倭
北

虜
の
危
険
の
増
大
に
と
も
な
い
、
衰
退
は
い
っ
そ
う
加
速
し
て
い
っ
た
。
衰
退
の
主
要
な
原
因
は
、
軍
屯
の
崩
壊
、
衛
兵
の
私
占
、
世

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）

襲
制
の
も
た
ら
し
た
綱
紀
の
弛
緩
な
ど
で
あ
る
。
衛
所
制
度
は
、
明
代
中
期
以
後
、
そ
の
基
本
的
な
機
能
を
喪
失
し
て
い
っ
た
。



囎

口
　
清
代
衛
所
の
存
続
と
減
少

　
入
関
以
後
の
清
朝
は
、
官
名
だ
け
を
変
更
し
て
、
衛
所
制
度
自
体
は
残
す
方
針
を
示
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
方
針
は
、
臨
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）

の
措
置
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
順
治
、
康
煕
年
間
に
は
、
実
際
、
衛
所
の
大
部
分
が
早
々
と
廃
棄
さ
れ
て
い
っ
た
。

　
雍
正
年
間
に
な
る
と
、
廃
棄
の
方
針
は
い
っ
そ
う
明
確
と
な
っ
た
。
康
煕
年
間
に
お
い
て
も
、
衛
所
を
廃
棄
し
て
、
全
国
一
律
の
普

通
行
政
区
を
打
ち
立
て
よ
う
と
す
る
政
策
的
萌
芽
は
あ
っ
た
が
、
雍
正
年
間
の
衛
所
規
格
化
方
針
は
、
い
っ
そ
う
明
確
な
政
策
性
を
も
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）

て
い
た
。
そ
の
起
点
と
な
っ
た
の
は
、
雍
正
二
年
（
一
七
二
四
）
八
月
の
諾
眠
の
建
議
で
あ
る
。

　
こ
の
建
議
は
、
衛
所
の
廃
棄
と
都
司
の
整
頓
を
提
案
し
て
お
り
、
行
政
機
構
の
一
律
規
格
化
政
策
は
、
さ
ら
な
る
全
国
性
と
一
貫
性

を
持
っ
た
と
い
え
る
。
す
な
わ
ち
、
明
代
以
来
の
「
都
司
－
実
土
衛
所
系
統
」
に
依
拠
し
た
管
理
地
区
、
つ
ま
り
、
一
種
の
軍
政
地
区

と
も
い
え
た
例
外
地
域
を
全
面
的
に
廃
棄
し
て
、
全
国
一
律
の
行
政
系
統
を
創
出
し
よ
う
と
い
う
政
策
が
志
向
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
結
果
、
雍
正
年
間
を
つ
う
じ
て
、
明
代
以
来
の
都
司
と
衛
所
は
、
全
面
的
に
解
体
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

日
　
明
末
清
初
の
実
土
衛
所
の
規
格
化

　
一
般
に
、
明
代
の
内
地
の
都
司
は
、
純
粋
な
軍
事
機
構
と
認
識
さ
れ
て
い
る
。
け
れ
ど
も
、
実
際
に
は
、
万
全
、
陳
西
、
四
川
、
湖

広
、
雲
南
、
貴
州
等
の
都
司
は
み
な
一
定
の
「
実
土
衛
所
」
を
管
轄
し
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
内
地
衛
所
が
一
定
程
度
の

行
政
的
役
割
を
も
っ
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
特
に
、
陳
西
都
司
が
管
轄
す
る
衛
所
の
三
分
の
一
は
、
実
土
衛
所
で
あ
り
、
貴
州
都
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司
の
管
轄
す
る
衛
所
の
半
分
が
実
土
衛
所
で
あ
る
こ
と
を
み
る
と
、
こ
の
比
率
は
相
当
に
大
き
い
と
い
え
、
こ
れ
ら
の
都
司
が
純
粋
な

軍
事
機
構
で
あ
っ
た
と
い
う
通
説
は
成
り
立
た
な
く
な
る
。
こ
れ
ら
の
都
司
は
、
確
か
に
、
内
地
の
う
ち
で
も
辺
境
に
あ
っ
た
こ
と
は

確
か
で
あ
る
が
、
と
は
い
え
、
内
地
の
都
司
が
純
粋
な
軍
事
機
構
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
強
調
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
他
方
、
行
都
司
に
つ
い
て
み
る
と
、
山
西
行
都
司
の
所
管
す
る
衛
所
の
う
ち
、
実
土
衛
所
の
比
率
は
八
八
．
二
％
で
あ
り
、
陳
西
行

都
司
と
四
川
行
都
司
の
所
管
す
る
衛
所
は
す
べ
て
、
実
土
衛
所
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
少
な
く
と
も
、
こ
の
三
行
都
司
に
つ
い
て
は
、

否
定
の
し
よ
う
の
な
い
統
計
的
数
値
の
う
え
で
、
そ
れ
ら
が
行
政
的
役
割
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
通
説
が
証
明
さ
れ
た
と
い
え
る
（
こ

れ
に
対
し
て
、
湖
広
行
都
司
と
福
建
行
都
司
に
つ
い
て
は
、
目
下
の
と
こ
ろ
、
そ
の
具
体
的
な
存
在
形
態
す
ら
定
か
で
は
な
い
）
。

　
『
明
史
・
地
理
志
』
に
よ
る
と
、
万
全
都
司
、
山
西
行
都
司
、
陳
西
行
都
司
、
陳
西
都
司
、
四
川
都
司
、
四
川
行
都
司
、
雲
南
都
司
、

湖
広
都
司
及
び
貴
州
都
司
と
い
う
、
全
六
都
司
と
三
行
都
司
が
所
管
す
る
実
土
衛
所
は
、
明
末
の
時
期
に
お
い
て
、
六
五
実
土
衛
と
二

　
　
　
　
　
　
（
4
0
）

九
実
土
所
で
あ
っ
た
。

　
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
都
司
、
行
都
司
と
実
土
衛
所
は
、
清
朝
に
入
る
と
す
ぐ
に
廃
棄
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
清
初
の
一
定
の
期
間
存

続
し
続
け
た
の
で
あ
っ
た
。
も
と
よ
り
、
存
続
の
期
間
に
は
差
異
が
あ
る
。

　
万
全
都
司
の
管
轄
区
域
の
衛
所
の
規
格
化
は
、
康
煕
三
二
年
（
一
九
六
三
）
に
完
成
し
、
雲
南
都
司
の
管
轄
区
域
の
規
格
化
は
、
康

煕
二
六
年
（
一
六
八
七
）
に
完
成
、
貴
州
都
司
管
轄
区
域
の
規
格
化
は
康
煕
二
六
年
（
一
六
八
七
）
に
完
成
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
三
都

司
の
管
轄
区
の
規
格
化
は
比
較
的
早
い
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
康
煕
年
間
に
は
、
こ
れ
ら
の
地
域
の
全
て
の
衛
所
が
規
格
化
さ
れ
、

或
い
は
州
県
と
な
り
、
或
い
は
廃
棄
さ
れ
て
い
る
（
万
全
都
司
自
体
も
康
煕
七
年
（
一
六
六
八
）
に
廃
棄
さ
れ
、
雲
南
と
貴
州
都
司
は



㎜

康
煕
二
六
年
（
一
六
八
七
）
に
廃
棄
さ
れ
て
い
る
）
。

　
陳
西
行
都
司
の
管
轄
区
域
の
規
格
化
は
、
雍
正
二
年
（
一
七
二
四
）
に
完
成
、
陳
西
都
司
の
規
格
化
も
雍
正
二
年
（
一
七
二
四
）
に

ほ
ぼ
完
成
、
山
西
行
都
司
管
轄
区
域
の
規
格
化
は
、
雍
正
三
年
（
一
七
二
五
）
に
完
成
し
て
い
る
（
陳
西
都
司
と
陳
西
行
都
司
は
、
雍

正
二
年
（
一
七
二
四
）
に
廃
棄
さ
れ
、
山
西
行
都
司
は
も
っ
と
早
く
、
順
治
一
五
年
（
一
六
五
八
）
に
は
廃
棄
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、

山
西
行
都
司
の
跡
を
継
い
だ
山
西
都
司
は
、
雍
正
三
年
（
一
七
二
五
）
に
な
っ
て
や
っ
と
廃
棄
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
明
代
の
典
型

的
な
制
度
で
あ
る
都
司
や
行
都
司
が
、
清
朝
成
立
後
八
〇
年
も
存
続
し
続
け
て
い
た
こ
と
は
驚
愕
に
値
す
る
）
。

　
湖
広
都
司
の
管
轄
区
域
は
、
雍
正
六
年
（
一
七
二
八
）
に
規
格
化
を
完
成
さ
せ
た
。
四
川
行
都
司
の
管
轄
区
域
も
雍
正
六
年
（
一
七

二
八
）
に
基
本
的
な
規
格
化
を
完
了
し
た
。
四
川
都
司
管
轄
区
域
の
規
格
化
は
雍
正
九
年
（
一
七
三
一
）
に
完
成
し
て
い
る
（
湖
広
都

司
は
、
雍
正
三
年
（
一
七
二
五
）
に
廃
棄
さ
れ
た
が
、
四
川
都
司
と
四
川
行
都
司
の
情
況
は
は
っ
き
り
し
な
い
）
。
湖
広
、
四
川
の
規

格
化
は
、
山
西
、
陳
西
に
較
べ
て
い
く
ら
か
遅
い
。
こ
の
後
、
乾
隆
年
間
ま
で
、
た
だ
陳
西
都
司
の
桃
州
衛
、
四
川
行
都
司
の
越
嵩
衛
、

徳
昌
所
、
打
沖
河
中
左
所
、
迷
易
所
等
だ
け
が
存
続
し
た
。
け
れ
ど
も
、
こ
れ
ら
も
乾
隆
年
間
の
前
半
期
に
は
す
で
に
規
格
化
さ
れ
て

い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
山
西
、
陳
西
、
湖
広
、
四
川
の
実
土
衛
所
の
規
格
化
は
、
基
本
的
に
は
雍
正
年
間
の
出
来
事
で
あ
っ
た
と
い

う
こ
と
が
で
き
る
。

振
り
返
っ
て
考
凡
れ
ば
、
陳
西
の
河
州
衛
と
眠
州
衛
の
よ
う
に
、
明
代
に
お
い
て
も
・
衛
所
の
普
通
行
政
区
化
の
試
み
は
存
在
」
旭
・

康
煕
年
間
の
万
全
、
雲
南
、
そ
し
て
貴
州
三
都
司
の
規
格
化
は
、
こ
れ
ら
の
試
験
形
態
の
発
展
で
あ
る
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ

れ
に
対
し
て
、
山
西
、
陳
西
、
湖
広
と
四
川
に
お
け
る
い
っ
そ
う
全
面
的
な
普
通
行
政
区
化
は
、
雍
正
年
間
を
特
色
づ
け
る
現
象
で
あ

り
、
こ
の
現
象
は
や
は
り
、
雍
正
二
年
（
一
七
二
四
）
八
月
の
諾
眠
の
建
議
と
分
つ
こ
と
が
で
き
な
い
。
雍
正
『
大
清
会
典
』
の
兵
部
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（
4
2
）

の
記
載
の
な
か
に
は
、
非
常
に
詳
し
く
、
か
つ
全
面
的
に
衛
所
廃
棄
過
程
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
詳
細
な
記
載
自
体
が
、
雍
正
中

央
権
力
の
衛
所
の
普
通
行
政
区
化
に
対
す
る
関
心
と
態
度
を
は
っ
き
り
と
映
し
出
し
て
い
る
。
明
朝
か
ら
遺
留
し
て
き
た
陳
西
行
都
司

と
陳
西
都
司
、
山
西
都
司
と
湖
広
都
司
も
そ
れ
ぞ
れ
、
雍
正
二
年
（
一
七
二
四
）
、
雍
正
三
年
（
一
七
二
五
）
に
な
っ
て
廃
棄
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
雍
正
中
央
権
力
の
全
国
的
に
一
律
の
例
外
の
な
い
行
政
機
構
を
創
出
し
よ
う
と
い
う
決
心
と
そ
の
実
現
を
明
白

に
物
語
っ
て
い
る
。
こ
の
政
策
を
「
改
土
帰
流
」
に
な
ら
っ
て
、
「
改
武
帰
文
」
と
呼
称
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
総
括
す
る

な
ら
、
実
土
衛
所
は
お
お
よ
そ
、
雍
正
年
間
に
上
述
し
た
よ
う
な
規
格
化
を
終
え
た
。
こ
の
こ
と
は
、
軍
政
区
が
普
通
行
政
区
に
変
わ
っ

た
こ
と
と
同
義
で
あ
る
。

附
記

昨
九
六
年
一
二
月
、
本
稿
の
も
と
に
な
っ
た
論
文
を
指
導
し
て
い
た
だ
い
た
許
大
齢
先
生
の
突
然
の
卦
報
に
接
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
本
稿

は
い
わ
ば
先
生
の
学
恩
の
結
晶
で
あ
る
。
こ
の
場
を
お
か
り
し
て
先
生
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
こ
と
を
ど
う
か
お
許
し
い
た
だ
き
た
い
。

　
註（

1
）
　
『
明
会
要
』
巻
三
四
『
職
官
六
』
。

（
2
）
　
王
折
『
続
文
献
通
考
』
巻
八
九
『
職
官
考
』
。

（
3
）
　
『
清
聖
祖
実
録
』
巻
一
五
、
康
煕
四
年
五
月
丁
未
条
（
四
ー
戸
N
卜
。
O
）
。

（
4
）
　
延
緩
、
寧
夏
巡
撫
の
廃
止
に
つ
い
て
は
、
順
治
一
八
年
（
一
六
六
一
）
に
す
で
に
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
意
見
が
出
さ
れ
て
い
る
。
「
陳
西
延
緩
，

　
　
甘
粛
、
寧
夏
総
武
将
多
，
而
文
職
少
。
其
銭
穀
刑
名
一
監
司
足
以
了
事
。
不
必
虚
設
巡
撫
」
『
少
師
兼
太
子
太
師
刑
部
尚
書
文
淵
閣
大
学
士
暫



m
　
　
署
吏
部
尚
書
臣
衛
周
祢
等
謹
題
為
敬
因
新
制
用
野
末
議
仰
祈
容
竪
事
』
、
中
国
第
一
歴
史
棺
案
館
所
藏
『
吏
科
史
書
』
一
二
七
冊
。

（
5
）
　
『
清
高
宗
実
録
』
巻
三
二
八
、
乾
隆
＝
二
年
＝
月
丙
辰
条
（
＝
ニ
ー
，
誌
①
）
。

（
6
）
　
両
江
総
督
兼
兵
部
右
侍
郎
阿
山
の
康
煕
四
二
年
（
一
七
〇
三
）
一
二
月
の
以
下
の
具
奏
は
参
考
に
値
す
る
。
「
撫
臣
剛
慎
軽
躁
，
深
刻
以
待

　
　
下
属
，
專
檀
放
恣
，
蔑
視
総
督
為
烏
有
。
在
朝
廷
設
立
総
督
，
蓋
以
地
方
重
大
，
凡
感
行
之
事
，
必
使
下
司
通
詳
而
行
，
即
有
不
公
行
私
之
，

　
　
巡
撫
亦
不
得
專
主
四
行
無
忌
耳
。
今
巡
撫
張
志
東
，
恣
自
四
大
小
事
件
，
使
総
督
不
得
梢
加
参
酌
，
視
総
督
寛
成
虚
設
　
」
「
総
督
江
南
江
西

　
　
等
処
地
方
軍
務
兼
理
糧
餉
操
江
兵
部
右
侍
郎
兼
都
察
院
右
副
都
御
史
臣
阿
山
謹
題
為
撫
臣
薦
皐
未
公
不
敢
附
和
雷
同
謹
』
、
中
国
第
一
歴
史
棺

　
　
案
館
所
藏
「
吏
科
史
書
』
＝
二
九
冊
。

（
7
）
　
河
南
道
監
察
御
史
張
間
政
の
順
治
一
八
年
（
一
六
六
一
）
の
具
奏
に
は
以
下
の
よ
う
な
表
現
が
見
ら
れ
る
。
「
我
朝
定
鼎
之
初
，
原
駐
割
真
定
，

　
　
後
因
改
為
直
省
総
督
移
駐
大
名
，
以
便
総
制
河
南
、
山
東
両
省
」
『
河
南
道
監
察
御
史
臣
張
間
政
謹
題
為
因
新
制
用
箭
末
議
仰
祈
容
竪
事
』
、
中

　
　
国
第
一
歴
史
棺
案
館
所
藏
『
吏
科
史
書
』
一
三
〇
冊
。

（
8
）
　
『
清
高
宗
実
録
』
巻
二
〇
、
乾
隆
元
年
六
月
癸
酉
条
（
九
－
戸
お
①
）
。

（
9
）
　
『
清
高
宗
実
録
』
巻
一
八
四
、
乾
隆
八
年
二
月
癸
丑
条
（
＝
1
，
°
。
刈
ω
）
。
も
っ
と
も
、
こ
の
数
値
は
そ
う
厳
密
な
も
の
と
は
い
え
な
い
。

（
1
0
）
　
「
清
聖
祖
実
録
』
巻
二
三
、
康
煕
六
年
七
月
甲
寅
条
（
四
ー
戸
゜
。
呂
）
。

（
1
1
）
　
康
煕
『
江
南
通
志
』
巻
二
『
設
置
沿
革
」
、
康
煕
二
三
年
（
一
六
八
四
）
刻
本
。

（
1
2
）
乾
隆
『
江
南
通
志
』
巻
四
『
輿
地
志
』
建
置
沿
革
総
表
、
乾
隆
元
年
（
一
七
三
六
）
刻
本
。

（
1
3
）
　
康
煕
『
湖
広
通
志
』
巻
首
『
姓
氏
』
、
康
煕
二
三
年
（
一
六
八
四
）
刻
本
。

（
1
4
）
　
雍
正
『
湖
広
通
志
』
巻
二
『
図
』
、
雍
正
＝
年
（
一
七
三
三
）
刻
本
。

（
1
5
）
　
乾
隆
『
湖
南
通
志
』
、
乾
隆
二
二
年
（
一
七
五
七
）
刻
本
。
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（
1
6
）
　
乾
隆
『
甘
粛
通
志
』
巻
首
『
凡
例
』
、
乾
隆
元
年
（
一
七
三
六
）
刻
本
。

（
1
7
）
　
雍
正
『
陳
西
通
志
』
巻
二
『
設
置
図
表
』
本
朝
陳
西
省
府
州
県
図
、
雍
正
＝
二
年
（
一
七
三
五
）
刻
本
。

（
1
8
）
　
康
煕
『
大
清
会
典
』
巻
一
八
『
戸
部
・
州
県
一
』
。

（
1
9
）
　
乾
隆
二
五
年
（
一
七
六
〇
）
に
は
江
蘇
省
に
江
寧
布
政
使
司
が
設
置
さ
れ
た
（
し
た
が
っ
て
、
全
国
で
た
だ
江
蘇
省
に
だ
け
二
つ
の
布
政
使

　
　
司
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
）
。
け
れ
ど
も
、
こ
の
こ
と
は
「
分
省
」
と
は
認
識
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
時
期
に
な
る
と
、
布
政
使
司
は
す
で
に

　
　
省
域
の
基
準
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

（
2
0
）
　
乾
隆
『
大
清
会
典
』
巻
八
『
戸
部
』
。

（
2
1
）
　
雍
正
『
湖
広
通
志
』
首
巻
『
聖
制
』
。

（
2
2
）
　
『
大
明
官
制
』
に
は
数
種
類
の
版
本
が
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
山
根
幸
夫
「
大
明
官
制
に
つ
い
て
」
（
「
岩
井
大
慧
博
士
古
稀
記
念
論
集
』
、

　
　
一
九
六
三
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
2
3
）
　
『
皇
輿
考
』
の
複
数
の
版
本
に
つ
い
て
は
、
つ
ぎ
の
拙
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
。
真
水
「
『
皇
輿
考
』
與
『
広
皇
輿
考
』
的
版
本
」
（
『
歴
史
文
献

　
　
研
究
』
北
京
新
五
輯
、
一
九
九
四
年
）
。

（
2
4
）
　
こ
れ
ら
の
直
隷
州
に
つ
い
て
は
、
「
明
代
正
徳
年
間
與
万
暦
年
間
直
隷
州
昇
降
表
」
（
真
水
「
明
代
直
隷
州
致
」
『
中
央
大
学
大
学
院
研
究
年
報
』

　
　
第
二
一
号
、
一
九
九
二
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
2
5
）
　
府
、
州
、
県
の
増
減
に
つ
い
て
は
、
「
康
煕
・
乾
隆
地
方
行
政
機
構
増
減
表
」
（
真
水
「
世
宗
雍
正
帝
時
代
に
お
け
る
直
隷
州
政
策
」
『
環
日

　
　
本
海
研
究
年
報
』
第
四
号
、
一
九
九
七
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
2
6
）
ρ
≦
。
り
匠
弓
①
き
．
．
Ω
ユ
。
°
。
雪
呈
7
。
田
。
「
碧
。
ξ
。
h
ピ
9
筥
゜
。
誘
9
ヨ
3
噂
三
↓
書
O
母
§
§
卜
魯
蔓
乾
6
ミ
壼
。
P
ρ
≦
°
°
り
犀
三
器
「
剛
゜
り
冨
甲

　
　
h
o
a
¢
巳
く
①
「
ω
一
蔓
牢
o
ω
ω
゜
O
巴
｝
h
o
「
巳
P
6
刈
刈
゜



2
4

1

（
2
7
）
　
H
・
S
・
ブ
ル
ン
ナ
ー
と
V
・
V
・
ハ
ン
ゲ
ル
ス
ト
ロ
ー
ム
は
、
早
く
か
ら
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
見
解
を
示
し
て
い
る
。
「
直
隷
州
と
直
隷
庁
は
、

　
　
散
州
や
散
庁
が
府
に
な
っ
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
の
中
間
段
階
な
の
で
あ
る
」
（
甲
゜
り
』
「
目
旨
①
嵩
き
ユ
＜
°
＜
』
き
α
q
Φ
巨
「
°
ヨ
㌔
§
§
㍗
O
働
黛
ぎ
§
“

　
　
§
畑
O
碍
鋤
§
鎚
識
§
ミ
O
ミ
§
唱
゜
り
冨
鼠
7
鉾
冨
旨
も
゜
劇
b
。
①
）
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ス
キ
ナ
ー
は
異
議
を
唱
え
、
散
庁
か
ら
直
隷
庁
を
へ
て
府
に

　
　
な
る
と
い
う
発
展
連
鎖
の
存
在
は
立
証
さ
れ
え
な
い
と
、
は
っ
き
り
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
同
時
に
、
ス
キ
ナ
ー
に
よ
れ
ば
、
府
へ
昇
格
し

　
　
た
直
隷
州
は
二
〇
州
し
か
な
く
、
よ
っ
て
散
州
か
ら
直
隷
州
を
へ
て
府
に
な
る
と
い
う
発
展
連
鎖
の
存
在
も
疑
わ
し
い
の
で
あ
る
（
Q
。
鉱
弓
①
き

　
　
8
°
ユ
け
も
．
ω
器
）
。
「
散
庁
↓
直
隷
庁
↓
府
」
と
い
う
連
鎖
の
存
在
に
つ
い
て
は
、
ス
キ
ナ
ー
が
的
確
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
実
証
的
に
み
て
、

　
　
そ
の
存
在
を
完
全
に
肯
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
け
れ
ど
も
、
「
散
州
↓
直
隷
州
↓
府
」
と
い
う
連
鎖
の
存
在
に
つ
い
て
は
、
ス
キ
ナ
ー
の

　
　
否
定
的
な
反
証
は
充
分
で
は
な
い
。
以
下
で
示
す
と
お
り
、
筆
者
は
、
「
散
州
↓
直
隷
州
↓
府
」
と
い
う
発
展
連
鎖
は
存
在
し
た
と
考
え
て
い
る
。

　
　
散
州
、
直
隷
州
、
府
の
統
計
に
基
づ
い
た
関
係
に
つ
い
て
は
、
前
掲
拙
稿
（
「
世
宗
雍
正
帝
時
代
に
お
け
る
直
隷
州
政
策
」
『
環
日
本
海
研
究
年

　
　
報
』
第
四
号
、
一
九
九
七
年
）
の
付
表
一
～
三
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
2
8
）
　
例
え
ば
、
『
清
世
宗
実
録
』
巻
一
九
、
雍
正
二
年
閏
四
月
己
卯
条
（
七
1
，
ω
＝
V
、
巻
二
一
、
雍
正
二
年
六
月
丙
申
条
（
七
l
O
戸
゜
。
ミ
ー
ω
ら
゜
。
）
、

　
　
巻
二
三
、
雍
正
二
年
八
月
癸
巳
条
（
七
ー
層
゜
ω
＝
）
、
巻
二
四
、
雍
正
二
年
九
月
庚
戌
条
（
七
l
O
°
ω
゜
。
H
）
、
巻
二
四
、
雍
正
二
年
九
月
己
未

　
　
条
（
七
－
層
゜
°
。
°
。
ω
）
等
を
参
照
。

（
2
9
）
　
例
え
ば
、
『
清
世
宗
実
録
』
巻
六
八
、
雍
正
六
年
四
月
壬
午
条
（
七
I
o
，
H
O
ω
N
1
8
ω
ω
）
、
巻
一
〇
三
、
雍
正
九
年
二
月
丙
辰
条
（
八
－

　
　
戸
も
。
①
゜
。
）
。

（
3
0
）
　
『
蒋
氏
東
華
録
』
巻
二
五
。

（
3
1
）
　
こ
こ
で
提
示
し
た
統
計
上
の
数
値
に
つ
い
て
は
、
「
明
末
清
初
全
国
各
省
府
州
県
土
司
構
成
表
」
（
筆
者
が
北
京
大
学
歴
史
学
部
に
提
出
（
一

　
　
九
九
四
年
一
〇
月
二
＝
日
）
し
た
学
位
論
文
『
明
末
清
初
内
地
地
方
行
政
制
度
改
革
研
究
』
八
九
頁
。
当
該
拙
論
は
北
京
大
学
図
書
館
、
北
京



わ慎孜度
制
政
行方

地期
清明

窃

　
　
国
立
図
書
館
、
お
よ
び
新
潟
大
学
法
学
部
資
料
室
に
所
蔵
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
3
2
）
　
繁
簡
制
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
つ
ぎ
の
論
考
を
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
和
田
正
広
「
明
代
の
地
方
官
ポ
ス
ト
に
お
け
る
身
分
制
序
列

　
　
に
関
す
る
一
考
察
」
（
『
東
洋
史
研
究
』
四
四
ー
一
、
一
九
八
五
年
）
。

（
3
3
）
　
こ
れ
ら
の
議
論
の
具
体
的
な
論
点
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
資
料
を
参
照
さ
れ
た
い
。
『
明
世
宗
実
録
』
巻
二
八
八
、
嘉
靖
二
三
年
七
月
甲
子

　
　
条
（
，
α
呂
り
／
九
ー
，
◎
。
◎
。
①
目
）
”
『
明
世
宗
実
録
』
巻
三
六
三
、
嘉
靖
二
九
年
七
月
壬
辰
条
（
，
①
轟
①
G
。
／
九
ー
戸
り
O
◎
。
刈
）
“
『
国
朝
典
彙
』

　
　
巻
三
六
”
『
皇
明
嘉
隆
両
朝
聞
見
録
』
巻
八
“
『
明
穆
宗
実
録
』
巻
一
、
嘉
靖
四
五
年
一
二
月
壬
子
条
『
即
位
詔
書
』
（
P
O
O
H
°
。
／
一
〇
1
，
㊤
刈
⑦
釦
）

　
　
”
楊
博
「
議
天
下
郡
県
繁
簡
疏
」
（
『
皇
明
疏
紗
』
巻
四
四
『
輿
地
』
）
”
『
皇
明
嘉
隆
両
朝
聞
見
録
』
巻
一
二
。

（
3
4
）
　
『
雍
正
殊
批
諭
旨
』
第
四
九
冊
、
郭
鋲
、
雍
正
六
年
三
月
一
九
日
。

（
3
5
）
　
『
清
世
宗
実
録
』
巻
＝
三
、
雍
正
九
年
一
二
月
戊
申
条
（
八
1
，
竃
O
）
。
衝
繁
疲
難
制
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
は
、
つ
ぎ
の
論
稿
を
参

　
　
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
近
藤
秀
樹
「
清
代
の
鐙
選
」
『
東
洋
史
研
究
』
、
一
七
－
二
、
一
九
五
八
年
。

（
3
6
）
　
明
清
期
に
お
け
る
土
司
の
数
量
的
増
減
に
つ
い
て
は
、
前
掲
拙
論
（
『
明
末
清
初
内
地
地
方
行
政
制
度
改
革
研
究
』
）
第
五
章
第
二
・
三
節
所

　
　
収
の
統
計
資
料
を
参
照
さ
れ
た
い
。
こ
れ
ら
の
諸
表
は
、
時
代
の
推
移
に
沿
っ
た
比
較
研
究
を
念
頭
に
、
万
暦
『
大
明
会
典
』
、
康
煕
『
大
清

　
　
会
典
』
、
乾
隆
『
大
清
会
典
』
を
典
拠
と
し
て
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
土
司
に
関
す
る
記
述
に
つ
い
て
は
、
つ
ぎ
の
二
著
を
参
考
に
さ
せ
て

　
　
い
た
だ
い
た
。
呉
永
章
『
中
国
土
司
制
度
淵
源
與
発
展
史
』
四
川
民
族
出
版
社
、
一
九
八
八
日
襲
蔭
『
明
清
雲
南
土
司
通
纂
』
雲
南
民
族
出
版

　
　
社
、
一
九
八
五
年
。

（
3
7
）
　
黄
宗
義
『
明
夷
待
訪
録
』
『
田
制
二
』
一
『
明
史
』
巻
九
〇
『
兵
志
二
』
衛
所
（
八
1
や
圏
⑩
①
）
“
『
国
朝
典
彙
』
巻
一
五
〇
『
兵
部
一
四
』

　
　
京
営
”
『
皇
明
世
法
録
』
巻
六
五
『
宣
大
奏
議
』
。

（
3
8
）
　
こ
の
間
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
つ
ぎ
の
論
稿
に
詳
し
い
。
楢
木
野
宣
「
衛
所
の
行
方
」
『
東
洋
史
学
論
集
・
第
三
』
、
一
九
五
四
年
。



2
6

1

（
3
9
）
　
「
兵
部
議
覆
山
西
巡
撫
諾
眠
疏
言
，
山
西
掌
印
都
司
一
官
，
専
司
督
催
屯
糧
兼
衛
所
。
今
衛
所
現
在
議
裁
。
銭
糧
刑
名
原
系
藩
巣
二
司
兼
理
，

　
　
請
将
該
都
司
及
都
司
首
領
経
歴
一
井
裁
汰
，
慮
如
所
請
、
井
行
令
各
省
督
撫
照
例
査
明
議
裁
。
從
之
」
『
清
世
宗
実
録
』
巻
二
四
、
雍
正
二
年

　
　
八
月
丁
酉
条
（
七
－
署
゜
ω
謡
1
ω
刈
①
）
。

（
4
0
）
　
「
実
土
衛
所
」
で
あ
る
か
「
虚
土
衛
所
」
で
あ
る
か
を
認
定
す
る
基
本
的
な
根
拠
は
、
地
理
書
に
記
載
が
有
る
か
否
か
で
あ
る
。
地
理
書
に

　
　
記
載
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
実
際
の
管
轄
地
を
持
つ
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
実
土
衛
所
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て

　
　
は
、
以
下
の
二
稿
に
お
お
い
に
啓
発
さ
れ
た
。
諏
其
騎
「
釈
明
代
都
司
衛
所
制
度
」
『
禺
貢
』
第
三
巻
第
一
〇
期
、
一
九
三
五
年
”
解
銃
才
「
明

　
　
代
衛
所
制
度
興
衰
考
」
『
説
文
月
刊
』
第
二
巻
第
九
～
一
二
期
、
一
九
四
〇
年
。

（
4
1
）
　
『
明
憲
宗
実
録
』
巻
一
二
一
二
、
成
化
九
年
一
二
月
癸
酉
条
（
二
四
／
三
－
戸
卜
。
°
。
①
ω
）
”
『
明
史
』
巻
四
二
『
地
理
志
三
」
（
四
i
戸
8
0
り
）
“

　
　
『
明
史
』
巻
三
三
〇
「
西
域
二
』
（
二
八
l
o
，
°
。
竃
α
ー
°
。
望
①
）
。
明
代
の
河
州
衛
や
眠
州
衛
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
つ
ぎ
の
論
稿
を
参
考
に
さ

　
　
せ
て
い
た
だ
い
た
。
栗
林
宣
夫
「
明
代
の
西
北
辺
境
と
衛
所
」
（
野
口
鐡
郎
他
『
中
国
史
に
於
け
る
中
央
政
治
と
地
方
社
会
」
、
一
九
八
六
年
）
。

（
4
2
）
　
雍
正
「
大
清
会
典
」
巻
一
〇
六
、
一
〇
七
『
兵
部
武
選
司
』
都
司
衛
所
上
．
下
。

∴
　
註
（
3
1
）
、
（
3
6
）
に
て
言
及
し
た
拙
論
は
、
『
明
清
地
方
行
政
制
度
研
究
』
と
し
て
、
一
九
九
七
年
九
月
、
北
京
燕
山
出
版
社
よ
り
刊
行
さ
れ
た
。


